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現
在
・過
去
・未
来

～
会
則
の
全
面
改
正
に
あ
た
っ
て
～

田
口

義
之

去
る

一
月
二
十
四
日
（日
曜
日
）
、
備
後

遺
族
会
館
に
於
い
て
、
備
陽
史
探
訪
の
会

平
成
十

一
年
波
総
桧
が
、
七
十
余
名
の
出

席
者
を
得
て
、
厳
か
に
開
催
さ
れ
た
。
議

事
は
滞
り
無
く
進
行
し
、
新
年
度
計
画

・

予
算
案
は
共
に
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

会
長
に
就
任
し
て
今
回
で
九
回
目
を
迎

え
た
総
会
だ
が
、
何
度
経
験
し
て
も
緊
張

す
る
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
会
務
に
つ
い

て
や
ま
し
い
点
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
。

そ
れ
は
競
技
者
が
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立

っ

た
感
慨
と
似
て
い
る
。

本
会
も
今
年
で
創
立
十
九
年
目
を
迎
え

た
。
長
い
よ
う
■

，
あ
り
、
短
い
よ
う
で

も
あ
る
。
・本
会
の
歴
史
は
、
大
げ
さ
に
言

え
ば

「個
」
の
欲
求
と

「集
団
」
と
し
て

の
そ
れ
の
相
克
の
歴
史
で
あ

っ
た
。

創
立
当
初
は
会
員
数
も
少
な
く
、
こ
の

相
克
は
表
面
に
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

会
員
各
々
が
歴
史
の
研
究
者
で
あ
り
ヽ
会

は
そ
の
研
究
発
表
の
場
で
あ

っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
こ
の
相
克
は
創
立
二
年
目
に
し

て
早
く
も
表
面
化
し
た
。

会
員
が
三
十
名
を
越
え
る
と
、
ど
う
し

て
も

「個
」
の
欲
望
よ
り
も

「全
体
」
の

利
益
を
優
先
す
る
。
「全
体
」
の
意
志
は
多

数
決
で
決
ま
る
か
ら
、
少
数
の
者
に
は
不

満
が
残
る
。
「我
々
は
こ
ん
な
史
跡
巡
り
の

世
話
を
す
る
た
め
に
会
に
入

っ
た
の
で
は

な
い
…
…
」
と
言
う
わ
け
だ
。

そ
こ
で
採
ら
れ
た
手
段
が

「部
会
」
の

設
置
で
あ
る
。
部
会
は
最
初
に
城
郭
研
究

部
会
が
産
声
を
挙
げ
、
続

い
て
現
在
の
よ

う
に
古
墳

・
歴
史
民
俗
の
各
部
会
が
誕
生

し
た
。
部
会
は
研
究
対
象
を
限
定
し
た
会

員
の
グ
ル
ー
プ
で
、
部
会
の
活
動
に
打
ち

込
む
こ
と
が
会

の
活
動

に
な
る
は
ず
で

あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
問
題
は
そ
ん
な

に
簡
単
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
だ
。
創

立
以
来
日
も
浅
か

っ
た
会

の
主
要
メ
ン

バ
ー
は
、
会
の
役
員
で
も
あ
り
部
会
の
幹

部
で
も
あ
る
と

い
う
矛
盾
し
た
立
場
に

あ

っ
た
。
部
会
の
活
動
に
打
ち
込
も
う
と

し
て
も
、
ま
わ
り
だ
し
た
歯
車
は
止
ま
ら

な
い
。
ど
う
し
て
も
会
の
活
動
の
世
話
に

か
り
だ
さ
れ
る
。
不
満
は
鬱
積
し
て
い
っ

た
。そ

う
し
た
な
か
で
提
起
さ
れ
承
認
さ
れ

た
の
が
今
回
全
面
改
正
さ
れ
た
旧
会
則
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
旧
会
則
に
は
今
読
み

返
し
て
み
る
と
異
様
に
思
え
る
ほ
ど

「部

会
」
の

「独
立
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
旧
会
則
を
討
議
す
る
た
め
に
何
度
あ

の
旧
青
年
の
家
に
缶
詰
に
さ
れ
た
こ
と
か
。

し
か
し
、
規
則
は
制
定
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
言
う
べ
き
か
。
会
の
内
紛
が

収
ま
る
と
と
も
に
、
い
つ
し
か
忘
れ
去
ら

れ
、
な
ん
と
十
年
も
の
間

「お
蔵
入
り
」

と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
間
会
の
勢
い

は

一
時
の
低
迷
ム
ー
ド
を
脱
し
、
今
日
会

員
三
百
名
を
擁
す
る
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
る
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
の
は
御
承
知
の

通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
会
則
の
全
面
改
正
で

あ
る
。
今
回
の
改
正
は
、
旧
会
則
が
内
紛

の
火
種
を
は
ら
み
つ
つ
制
定
さ
れ
た
よ
う

な
、
「危
機
意
識
」
の
中
で
提
起
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

「合
理
性
」
を
追

求
す
る
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

会
員
数
の
増
加
と
、
会
の
活
動
の
活
発

化
は
必
然
的
に
会
の
事
務
局
の
仕
事
を
増

加
さ
せ
た
。
現
在
事
務
局
は
年
六
回
の
会

報
の
発
行
、・
同
じ
く
年
六
回
の
行
事
案
内

の
制
作

′と
発
送
を
ｔ
な
し
て
い
る
。
会
報

は
当
初
の
六
ペ
ト
ジ
か
ら
今
や
二
〇
ペ
ー

ジ
は
当
た
り
前
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
行

事
案
内
も
事
務
局
長
の
情
熱
で
六
ペ
ー
ジ

以
下
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、

例
会
の
運
営
に
あ
た
る
事
務
局
の
苦
労
も

並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。
例
会
の
運
営

は
、
講
師
を
当
日
の
ス
タ
ー
と
す
れ
ば
、

事
務
局
は
全
く
の
日
陰
の
存
在
で
あ
る
。

労
多
く
し
て
報
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

そ
れ
で
も
彼
ら
は
黙
々
と
会
の
運
営
に
励

ん
で
い
る
。

会
勢
の
伸
張
と
事
務
局
の
仕
事
量
の
増

大
は
、
必
然
的
に
会
則
の
改
正
を
必
要
と

し
た
０
対
外
的
に
、
ま
た
対
内
的
に
も

「
ル
ー
ル
無
し
」
の
会
の
運
営
は
も
め
事

の
種
で
あ
る
。
ま
た
、
明
確
な
責
任
の
所

在
が
な
い
と
事
務
も
や
り
づ
ら
い
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
今
回
の
会
則
の
全
面
改
正

が
提
議
さ
れ
た
わ
け
だ
。
い
わ
ば
今
回
の

改
正
は
会
の
体
制
を
明
確
化
し
、
会
の
活

動
を

一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
の

一
手
段
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

但
し
、
会
則
は
会
則
で
あ
る
。
コ

枚
の

紙
切
れ
」
に
そ
れ
だ
け
の
力
は
な
い
。
要

は
そ
れ
を
使
う

「人
間
」
の
情
熱
と
意
志

に
懸
か
っ
て
い
る
。
古
人
は

「新
し
い
ミ

ル
ク
は
新
し
い
革
袋
に
入
れ
よ
」
と
い
っ

た
。
我
々
も
新
し
い
年
を
迎
え
、
新
し
い

衣
装
で
、
意
欲
的
な
仕
事
を
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
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備陽史探訪の会会則
前  文

「山間の渓流集まって沿々たる大川となり、一村―邑の小歴史集まって、浩沿なる国史は

構成せ られる」 これは大正 14年 1月 15日 に創刊 された備後郷土史会機関議「備後史談」

発刊の辞である。 日本史といい世界史どいい、地域の歴史の集合体に過 ぎない。本会は、

昭和 55年 9月 、 こうした先人たちの遺恙を継 ぎ、備後を中赴ど した地域の歴史を明 らか

にするこどを目的に結成 された歴史研究の集いである。

第 ■ 章  総 貝■

第 1条 (名称)

本会は備陽史採訪の会 仔ようしたんぼうのいうとい う。

第 2条 (設立目的)

備後 を中赴ピヒた地域の歴史を研究 ヒ、愛郷の精神を涵養する。

第 3条 (事業)

本会は前条の趣旨に沿って次の事業を行なう。

1.会報『 備陽史採訪』および行事案内の発行。

2.機関議『 山城恙』の発行。

3.例会の実施。

4.各種講座 0講演会・ シンポジウムの開催。

5。  その他。

第 2章  会 員

第 4条 (入会・ 会員)

会員は本会の設立目的に賛同 ヒ、所定の会費を納入 した者どす る。

第 5条 (邊会)

1.退会 ヒようどする者は会長へその旨届け出なければならない。

2.新年度、内規によって定めた期間内に会費の納入がない場合は退会 ヒたものどみ

なされ る。

第 3章  会 責

第 7条 (年会費)

会員は次に定める会費を納入 ヒなければならない。

1。 一般会員         3000円
2.夫婦・ 親子会員      4000円
3.大学生・ 専rl学校生    2000円
4.高校生           1500円
5。 小・ 中学生        1000円

第 8条 (中途入会 )

年度中途に入会 ヒようとする者は内規に定める会費を納入 しなければならない。

第 4章  総 会

第 9条 (意義)

総会は本会の最高意思決定機関である。

第10条 (種別 )

総会は通常総会ピ臨時総会 どする。

第H条 (開催)

1.通常総会は毎年 1口、会計年度の終了後 2ヶ 月以内に開催する。
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2.臨時総会は役員会が必要ピ認めたとき、 もヒくは監査委員か ら招集の請求があっ

た場合に開催する。

第12条 (議長)

1.総会の議長は出席者の中か ら互選によって選出する。

2.た だ し、監査委員の請求により招集された臨時総会の議長は、出席会員によって

選挙を実施 ヒ、地半数を得た者を選任する。

第13条 (総会に付議する素件)

1.当該年度の実施行事の審議、承認。

2。 当該年度の決算の審議、承認。

3,新年度活動案の提案、審議、承認。

4.新年度の予算原案並びに事業計画原案の審議、承認。

5:会則改正の承認。

6.役員選任の承認。

7.監査委員の選任の承認。

8.名誉会長 0名誉会員・ 顧間選任の承認。

9.研究部会の廃立の承認。

10。 その他、本会の運営に関する議案の承認および提案、審議、議決。

第14条 (議決方法)

総会の議題は出席会員の過半数の同意によって決定する。ただ し、可否同数の場

合は議長の決するところとする。

第15条 (代理奏任 )

会員が総会に出席できない場合は、代理委任状 をもって議決権 0提案権を行使で

きる。

第16条 (定足数)

1.総会の定足数は、総会開催時の会員総数の1/4以上どする。
2.た だヒ、代理委任状提出者は定足数に加えるものとする。

第 5章  役 員 等

第17条 (種別・ 定数)

本会に次の役員を置 く。

1.会長    1名       5。 歩与   若千名

2.ヨ1会長   若千名     6.部 会長  各部会で 1名

3.事務局長  1名       7.ヨ 1部会長 各部会で若千名

4.事務局員  若千名     8.評 議員  各部会で若千名

第18条 (名誉会長)

1.本会に名誉会長 を置 くことができる。

2.名誉会長は役員会が推薦する。

3.名誉会長は名誉職であって任期はとくに設けない。

第19条 (名誉会員・ 顧間)

1.本会会員の外に名誉会員・ 顧間を置 くことができる。

2。 名誉会員は本会の特別講師 を務めた者等の中がら役員会が推薦する。

3.名誉会員は会員に準 ピる資格 をもつ ものとする。

4.顧間は本会の発展に際 して功績のあった外部者の中か ら役員会が推薦する。

5。 顧間は役員会の要請に應 ビて会の運営に助言を行なう。

6.名誉会員・ 顧間の任期はピくに設けない。
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第20条 (役員の選任・ 承誕 )

役員は総会において会員の中か ら選任する。

第21条 (役員の職務 )

1.会長は本会 を代表 し、 その会務 を総活す る。

2.ヨ1会長は会長 を補佐 ヒ、会長に事故があるときは、役員会の承認の上、 その職務

を代行する。

3.事務局長は会長およびヨ1会長 を補佐 ヒ、本会の事務局を統轄する。

4.事務局員は事務局長の指示に基づ き、本会の事務 を執行する。

5.部会長は各部会の活動を管轄する。

6.副部会長は部会長の職務 を補佐する。

7.評議員は部会を代表 して本会の業務の提案、討議を行なう。

8.参与は本会の活動 を支え、見守る立場か ら、長年の経験 を活か して業務の提案、

討議を行なう。

第22条 (役員の業務 )

他の役員職どの兼務を妨げない。

第23条 (役員の任期 )

役員の任期は 2年 どする。ただ ヒ再任 を妨げない。

第24条 (役員の辞任 )

役員は、その会務の執行をな ヒえないやむを得ぬ事情が発生 した場合、または、

会務において重大な坦失を引き起 こした場合、役員会の承認 を得た上で辞任する

ことができる。

第 6導 ≧ コ事 務 局

第25条 (事務局の職務等)

1.本会の事務 を執行するため事務局を設置する。

2.本会の事務局は備陽史採訪の会会長宅に置 く。

3.事務局は会長・ ヨ1会長の指示に基づ き、会務全般を執行する。

4.事務局に会計担当者 1名 を置き、本会の会計を処理する。

第26条 (内規)

事務局は会務に関 ヒて必要な内規を設けることができる。

第 7幸  監 査 罐姜 員 お よ び 監 査

第27条 (定数)

本会に 2名 の監査委員を置 く。

第28条 (職務 )

1.監査委員は会計の監査を行なう。

2.監査委員は臨時役員会および臨時総会 を招集できる。

第29条 (監奎期 )

監査は本会会計年度終了の翌月に実施する。ただ し、監査委員が必要ピ認めた場

合、年度中途であっても臨時に監査を実施できる。

第30条 (業務の禁止)

監査委員は役員どの兼務 を禁ず る。

第31条 (任期 )

監査委員の任期は 2年とする。ただ ヒ再任 を妨げない。

第 8奪 〕 役 員 会

第32条 (種別および開催)

1.役員会は通常役員会ど臨時役員会どする。
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2.通常役員会は年 6口、原則ピして2ヶ 月に 1口開催する。

3.臨時役員会は、会長が必要と認めたとき、 もヒくは監査委員か ら請求があった場

合に開催する。

第33条 (役員会の議事内容・ 職務 )

1。 次年度の予算原案の討議、総会への提案。

2.年度中、予算の執行状況の監察。

3.次年度の活動原案の討議、総会への提案。

4.年度中、業務執行状況の監察。

5。 名誉会長 0名誉会員・ 顧間の総会への推薦。

6.研究部会廃立の発議。

7.研究部会の臨時活動・ 部会議等の出版物発行の承認。

8。 会則改正の発議。

9.補足事項の承認。

10.そ の他、本会運営に関 しての諸案件の討議、議決。

第34条 (加則の制定・ 告示・ 施行)

役員会は会務運営に関 して細則を設けるこどができる。

第35条 (議長)

役員会の議長は原則ピヒて会長が務め、会長が欠席の場合には互選により決定す

る。

第36条 (議決方法)

役員会の議事は出席役員の過半数の同意によって決定する。可否同数の場合は議

長の決するところどする。

第37条 (代理委任)

役員が役員会に出席できない場合は、代理委任状をもって議決権・ 提案権 を行使

できる。

第38条 (定足数)         .
1.役員会の定足数は役員総数の1/4以上どする。

2.た だし、代理委任状提出者は定足数に加えるものとする。

第 9章  J「 ―
究 部 会

第39条 (研究部会の種別)

本会はせ墳研究部会・ 城郭研究部会・ 歴史民俗研究部会 を置き、311に 定める諸活

動 を行なう。

第40条 (部会員)

部会員の資格はどくに設けない。

第41条 (活動計画)

1.部会の活動は総会で承認 された年度計画に従って実施 される。

2.た だ し、部会の責任において臨時の活動計画を立て、 これを実施できる。

第42条 (活動内容)

1.苦墳研究部会   主ピ してき墳ピ苦代史の研究。

2.城郭研究部会   主ピ ヒて城郭ピ中世史の研究。

3.歴史民俗研究部会 歴史全般ピ民俗一般の研究。

第43条 (部会誌・ 出版物の発行)

各研究部会は部会議等の出版物を発行できる。

第44条 (研究部会の廃立)

1.新たに研究部会を設立する場合は、役員会において発議 ヒ、総会において議決す
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る。

2.研究部会 を廃止する場合は、役員会において発議 ヒ、総会において議決する。

第 ■ 0章  資 産 多う よ び 会 計

第45条 (資産の構成)

本会の資産は、会費・ 出版物の販売・ 寄付金・ 補助金・ 特711会計、 その他の諸収
入によって構成 される。

第46条 (資産の管理 )

本会の経理は、会長の総括下、事務局長が管理する。

第47条 (事業年度)

本会の会計年度は、毎年 1月 1日 に始 まり、 その年の 12月 31日 に終わる。

第48条 (活動tt画および予算)

本会の活動計画およびこれに伴 う予算は、会長が編成 し、役員会の討議を経て、
総会で議決する。

第49条 (活動報告および決算)

本会の活動報告書および決算書は、会長が作成 ヒて役員会に示 し、監査委員の監

査を経て、総会で承認 を得 る。

第50条 (余剰金の扱い)

当該年度の余利金は、総会の議決 を経て、翌事業年度に繰越金ピ して繰 り越すこ

とができる。

第51条 (特別会計)

寄付金等により多大な余剰金が生 ピた場合には、資産どしてF・I途に特JII会計を組

むことができる。

第  ■ ■ 章   会 」貝lJの 改 ・ト

第52条 (改正の手続 き)

1.会則の改正は、役員会の討議 を経て、役員会がこれを発議する。

2.総会は役員会の発議を受けて改正の議決 を行なう。

3。 会則の改正は総会出席会員の憂半数の同意によらて決定する。ただ ヒ、可否同数

の場合は議長の決するところどする。

第53条 (改正会則の告示)

改正会則は直後の会報によって告示 される。

第54条 (施行)

改正会則は告示日に即日施行 される。

第 ■ 2ゴ 言   希言 月こ豪ド 項

第55条 (補則事項の●l定・ 公表)

1.こ の会長1に 定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は会長がBIIに 定め、後に

役員会の承認、総会の認証 を受ける。

2.補足事項は決定直後発行の会報 または行事案内で公表 される。

付  貝■

第56条  1981年 4月 26日会則制定、施行す る。

第57条  1986年 2月 22日 一部改正、施行する。

第58条  1988年 2月 22日 一部改正、施行す る。

第59条  1998年 1月 25日 一部改正、施行する。

第60条  1999年 1月 24日全面改正。 2月 13日 告示、施行する。
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日 程 講 座 内 容 講  師 会  場 参加数

1/25(日 ) 総合記念講座 『備後有地民の盛衰』 田口義之 遺族会館 68名
2/21は ) 第2明土蛸塵『邪馬台国時代の吉備ピ由雲』 網本善光 福山市民国書曽会議室 53名
3/2811) 第3口

"土

史講座『 備後の式内社について』 平田恵彦 中央公 民館 42名
4/25は ) 第4口椰土蜻塵『 太田庄地頭三善民について』 木下和 司 中央公 民館 34名
5/30は ) 第5口椰土史1塵『 毛fal元就は戦国大名か ?』 出内博都 幅出市民国書協会議室 43名
6/27は ) 第6口椰土史1塵 『記紀0万彙集にあらわれるふるさどのや々』 柿本光明 中央公 民館 31名
7/2511) 第7口郷土史彎塵『 洋LL周 辺の苦墳について』 LL口 哲品 中央公 民館 37名
8/22性 ) 構11土史1塵  『伯色イトlま↑可夕Q―古墳文化のホ賞を採る―』 晨 已和 弘 広島県立歴史博常曽議: 胸160名

9/26は ) 第9口椰土史論塵『 家庭内の神祭 りについて』 石丼 良枝 中央公 民館 24名
10/24は ) 第10口椰土史議塵『古代のLb城 について一慮ハから―』 七森義人 中央公 民館 47名
H/2811) 第H出土史講座『岩咸庄ど正藤lL城 について』 坂本敏夫 中央公 民館 40名
12/1211) 僣1椰土史崎塵『 大伴旅人 どその周辺』 戸田和吉 サンピアネヨ■ll 44名

日 程 行 事 内 容 講 師 参加数

2/15(日 ) 徒歩例会『 芦田町の史跡め く'り 』 田口・ 芦口椰土史会 約 130名

3/29(日 )
バス例会『 雲丼裁に登 る』 城 郭 部会 48名

4/19(日 )
バス例会『 西大寺・ 牛窓の史跡めく'り 』 歴 民 研 92名

5″/′ 5 (夫 01) 第1601ピ子の古墳メ〕『 金江町の古墳 を歩 こう』 古墳 部会 約 160名

6/7(日 )
パ ス例会『 大田庄 に中世 を訪ね る』 田口 。木下 54名

9/20(日 )
バス1会『状の古墳めぐり陶棺の謎にせ まる―れの古墳パ〕…』 古墳 部会 41名

10/17.18(土 日) 一泊旅行『 燃 える秋 但馬 0‐
H‐後 を味わ う旅』 旅行 委員 41名

H/8{日 )
バス例会『二次市の史跡めく

゛
り』 戒郭 部会 52名

12/6(日 ) 徒歩例会『 初冬の服部谷に中世の面影 を訪ね る』 田口・ 木下 82名

日  程 行 事 内 容 参加数 日  程 行 事 内 容 参加数

1/10は ) 備前車塚登Lb会 15名 7/4(1) 倉彙ライフパータ見学会 13名
2/ 7は ) 大佐山白塚見学会 20名 9/4(土 ) ホ椰町の巨石墳見学会 22名
3/ 7性 ) 加茂造LL古墳見学会 21名 10/3(土 ) ニツ戒古墳見学会 12名
6/ 6は ) 晨ノロ吉墳見学会 18名 11/1(日 )

「発薔された日本月島'98」 見学会 15名

日 程 講 座 内 容 部  会 講  師 会  場

嘔)キ月第2土曜日 『 古事記』 を読む E史民俗1完部会 神谷・ 平田 中央公 民館

②l月第3土曜日 『 備後古城記』 を読む 畿椰研究都合 出内博都 中央公民館



平成■年 2月 13日 備陽史探訪 会則改正記念 87号

チ1,lJ

①月偶研究会「中世を読む会」原則どして第3土曜日午後7時から。中央公民館で開催。
9名が参加。『備後古裁記』檀上本の読解・研究会。一書精読。毎口 14名～ 1

②郷土史講座担当

★ 1/25(0『備後有地民の盛衰』       田口義え
★4/25性)『太田庄地頭二善民について』   木下和司
★5/30は)『毛利元就は戦国大名か ?』     出内博都
★H/28性)『岩成庄・と正藤LL城について』   坂本敏夫

③バス例会担当

★3/29{0『庄原雲丼威に登る』
一昨年よりの宿題力弩 天に恙まれて実施された。戦国末期のLL内 民の総合的城郭で、実戦本
意の「甲城」のみでなく、山麓一帯の遺構に集住、城下町への萌芽が見られる遺跡である。
★H/8(D『二次市の史跡めく'り 』
高杉城跡 (県 史跡、知波夜比古神社)、 熊野神社 (枝子造りの工倉)、 比熊山戒跡 (戦国末
期の総合的なLL戒)、 風源寺 (阿久里。赤穂義士縁りの寺)、 二好ワイナリー等をめく

゛
る。

④オリジナル企画4/12(日 )桜 LL城登LL会。地元「歴史ど観光の会」の案内で覇手より登る。
LL名 時代、小早川隆景時代、幕末浅野時代それに桜・ll戒俊の伝承がからみ、内容的には複雑
な遺跡を残 ヒていた。下LL後、宗光寺はピめ寺社見学。参加人数は約50名。

⑤LL裁現地踏奎
城郭部会有恙によって備後のLL戒大′lヽ合わせて約60城を探訪 ヒた。

★5/5快・鋤 『金江町の苦墳を歩こう』今年は参加者が多かった (約 160名 )。

②郷土史講座担当

★2/21(J 『邪馬台国時代の吉備ピ出雲』   網本善光

★7/25(J 『洋LL周辺の苦墳について』    山口哲品

★10/24性 )『古代のLL城について■ハから一』  七森義人

③第9口秋の音墳めぐり担当

★9/20(動  『蹴 ダ〕陶棺の謎にせまる→詢減ば,一』LL口・網本

④「古墳講座V」 ■月第1土曜日 網本 。LL口・ 安原 毎口 12名～22名が参加。
{1月 )備前車塚古墳 (2月 )大佐LL白塚古墳、新市町歴史民族資料館 (3月 )加茂ile■L古墳、
吉備郷土館 (6月 )晨 ノロ古墳 (7月 )倉敷ライフパーク見学 (9月 )御年代古墳、梅木平吉墳

(10月 )ニツ城古墳 (H月 )「発掘された日本列島'98」 見学会

⑤掛迫6子古墳測量調査報告書作成の継焼
各項目の設定及び執筆分担表に基づき原稿を執筆。ほぼ終了ヒ、現在編集中。

①郷土史講座担当
★3/23(J 『備後の式内社について』 平田恵彦

★6/27(J 『記紀・万乗集にあらわれる』ゝるさどの神 』々  柿本光明
★8/22(J 『他界は何処―減文化のホ賞露る―』
★9/26(J 『家庭内の神祭りについて』
★12/12{J 『大伴旅人ピその周辺』

晨巳和弘 (招待 )

石丼良枝

戸田和吉 (招待 )

②パス偶会  4/19(D『西大寺・牛窓の史跡めく
゛
り』田口・平田、パス2台 で大盛況。

③■月第2土曜日 『古事記』を読む 苺口 15名～24名が参加、中央公民館会議室。
④加茂町石像物分布調査 3月～5月 。加茂町上加茂の分布調査はほぼ終了ヒ、整理に入る。
⑤オリジナル企画 H/22佃 )『吉備磐座紀行Ⅱ』参加 16名

牟佐大塚苦墳、両宮LL古墳、万宮東大寺瓦窯跡、熊Lb遺跡、加三方遺跡、長福寺、天石門万1
神社、月の輸郷土館、石上布都魂神社を見学する。
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平 成 ■  0年 度 支 ■ヒ 入 決 算 報 告

勘定項 目 収 入 額 墳  妥 勘定項 目 支 出 額 摘 妥

会 費 782,000  277人 会兼印囀費 277,200

内 訳

3,000X231人 =693,000

4,000X 20楓 = 80,000

1,000X  3人 =  3,000

21000X  3人 =  6,000

『出裁劇 印囀費 525,000

通信 費 355,010 切手代等

講演会 費 119,545 彗鰤宙治・交1貴含む

椰会活働費 5,588 古噴石造常瀾調査費等

事 務 費 146,203 封筒0用餞代金等

書籍等晨売収入 206,327 『出畿志J晨売含む 広告 費 10,500

例 会 収入 335,597 ‖会収入・寄付等 諸会 費 21,000

銀行fll息 1. 107 雑  費

以上計 1,325,031 以上 計 1,479,656

首鶏燥t全 245,041 次鶏彙t全

総  計 1,570,072 総  計 1,570,072
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平 成 ■  ■ 年 度 予 算

収 入 の 部 支 出 の 部

項  目 予 算 額 墳 妥 項 目 予 算 額

会 費収入 781,000 3000円 X233人

4000円 X 20ロ

1000日 X  2人

『出載規印綱貴 350,000

会兼『備静史採訪J印囀貴 275,000

行事案内等中1, 30, 000

雑 帆 ハ 600,000 偶会収入●書彗晨売等 郵送・ 通信 費 332,500

繰 越 金 部会活動 費 90,000

事務局 費 50,000

―敷饉費・講費用 200,000

掛迫報告書代 100,000

子備 費 43,916

総  計 1,471,416 総 計 1,
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日 程 講 座 内 容 講  師 会 場

1/24(日 ) 蛤記念講座 『神辺町におけ る最近の発掘調査か ら』 佐藤―夫 遺族 会館

2/27は ) 第2口椰土史粧『 杉原氏の出白について一移原光子を中tピ tて―』 木下和 司 福山市民国書館集合室

3/27は ) 第3"蚊講座『 三角縁沖獣鏡 ど古墳』 網本善光 中央公 民館

4/24は ) 第4鰤土史粧『記紀編纂の謎に挑む』 佐藤壽夫 中央公 民館

5/29性 ) 第5瞬土史請座『 戦国水野民の興亡』 田口義之 中央公 民館

6/26{土 ) 第6口椰土史誅塵『 四隅突出型墳丘基の謎に迫 る』 安原誉佳 中央公 民館

7/24は ) 第7EI土史講座『 今高野山戒主上原民の減亡について』 小林 浩ニ 中央公 民館

8/21は ) 特別歴史議済会  『       月に          メこ        』 十日嘉博 広島県立歴史博七常誌壼

9/25は ) 第9瞬土史誌座『神殿の歴史について』 平田恙彦 中央公 民館

10/30は ) 第10口椰土史講座『 備後光部の苦墳について』 山口哲 品 中央公 民館

H/2711) 第11口椰土史議座『 毛オ1民 のノ`箇国分限根について』 山内博都 中央公 民館

12/ 性) 特‖椰土史議塵  『       未          定 未 定 中央公 民館

☆都合により日程・ 会場が変更になる場合があります。

=書
還彗澪:瘤職場肇■

==理
墜秘簾通わ■くIJ講

=:姜

:■■1勁菌:″臓樹 :

☆都合により日程・ コースが変更になる場合があります。

☆都合により日程 。コースが変更になる場合があります。

●雨天の場合は4/4(日 )に順延。C490雨 天の場合は5/23(日 )に順延。

日  程 行 事 内 容 講 師

2/21m) 徒歩例会『 小早川民の名城、 高LL城 に登 る』 田口義之

3/14(日 ) スヾ例会『備中松LL戒 に登 る―釧民・三積の史率を訪ねて一』 戒郭部会

4/18(1) バ ス例会『 誰 も知 らないおかや ま』 歴 民 研

5/5(■ ) 第17口親ピ子の古墳パ〕『 神辺町の古墳 を歩 こう』 古墳部会

6/6{日 )
バス例会『 ヒまなみ海道 を越 えて 今治・ 束子の旅』 田口・ 木下

9/26{日 )
バス例会『賀茂郡の史跡め く

゛
り』 歴 民 研

0/16017性 0日
) ―泊旅行『豊饒の大地 播州平野をゆく―口盤栞をめぐるホー』 旅行委員

H/H(日 ) 秋の古墳め く
゛
り『 備光西城周辺の苦墳め く

゛
り』 苦墳部会

12/5(日 ) 徒歩例会『 引野の史跡め く'り 』 田口・寺崎・二骨

題蜃iFむヨ肇ヨ鷹IIJ=尋4J===滋=遅驚輝曇:

日  程 行 事 内 容 講 師

3/28(日 )| 青春きっぶのま『神戸・西官の史跡め く
゛
り…五色颯ピ手軟書の須磨寺を訪ねて-1 平田恵彦

5/16(日 )ф 井原線開通記念の旅『口麟 備中福LL裁跡に登 る』 種本 実

:驚:騨 :i:轟il藤 :

日 程 講 座 内 容 部  会 講  師 会  場

(Dキ月第2土曜日 『 古事記』 を読む E史民俗研究部合 神谷・ 平田 中央公 民館

0キ月第3土曜日 『 備後古城記』 を読む 義年1鬼椰会 出内博都 中央公 民館

☆都合により会場 。時間が変更になる場合があります。



備陽史探訪会則改正記念 87号 平成H年 2月 13日

①月例研究会「中せを読む会」
第3土曜日午後7時から。中央公民館で開催。
中世を読む会―『備後古城記』を読む―は今年も継続ヒてやっていく。

②郷土史講座担当
2/27仕) 『杉原民の出白について漱 辞神慮ピして―』 木下和司 福LL市 民図書館
5/29(J 『戦国水野民の興亡』         田口義之 中央公民館
7/24{J 『今高野lL戒主上原民の減亡について』 小林浩二 中央公民館
H/27性) 『毛fll民のノ`箇国御時代分限帳について』出内博都 中央公民館

③山義調査実施

今年も有恙によって継続ヒたいと思っている。縄張図の作成も随時やっていきたい。
第1口は福LL市熊野町の「中山田LL戒」の調査を2月 28日 (日 )に実施。※雨天中止

④バス例会担当
3/H{0  バス例会『備中松LL戒に登る一毛fll民・ 三村民の史跡を訪ねて一』
本年最初のパス例会なので大成功 させたい。

⑤オリジナル企画 まだ決 まうていない力
'、

何か したいど思っている。

`

①掛迫6号古墳測量調査報告書の作成
昨年果たせなかった報告書を早急に完成させる。

②第17口「親ピ子の音墳巡り」5/5担当
神辺町の苦墳めく

゛
りを実施。福LL市・袢辺町どの共催にする予定。

③椰土史講座担当
1/24(D 『神辺町における最近の発掘調査から』 佐藤―夫 遺族 会館 (招待)

3/27は) 『三角縁神獣鏡ど苦墳』        網本善光 中央公民館
6/26(J 『口隅突出型墳丘基の謎に迫る』    安原誉佳  中央公民館
10/30(J 『備後光部の苦墳について』      ■L口哲品 中央公民館

④第9口「秋の音墳巡り」担当
H/14{日) 『備比西城周辺の苦墳めく:り 』 今年は汗をかかなくて実施できそう。

⑤「古墳講座Ⅵ」の体止
長らく実施ヒてきた古墳講座だが、 1月 9日 (日 )「鬼ノ城」見学会の実施をもって休上に
決定。今後は「新発掘考古展」見学などの臨時に実施。

③古墳分布調査の実施
有恙による古墳分布調査を実施。興味のある人はLb口 まで問い合わせを。

①郷土史講座担当
4/24{J 『記紀編纂の謎に挑む』
9/25性) 『神殿の歴史について』

佐藤壽夫  中央公民館

平田怠彦  中央公民館
②バス例会担当

4/18佃)バ ス例会『誰も知らないおかやま』
9/26{動  バス例会『賀茂郡の史跡めく

゛
り』 (こ ちらはコースを変更するかも)

③■月第2土曜日 『古事記』を読む 中央公民館会議室午後2峙
最大はすでに達成、常に最強を目指ヒて今年もヒっかりとやっていきたい。

④加茂町の石造物分布調査
現地調査は補足的に実施する予定。来年中には報告書出せるようにヒたい。

⑤現地学習会
今年はオリジナル企画を2つ用意ヒた。秋か冬にさらにもう1つ増やすかも知れない。
3/23(0青春 18き っぶの旅『神戸・西官の史跡めく'り …五色颯朧 わ籍寺を訪ねて一』 平田恙彦
5/16佃)丼原練開通記念の旅『国史跡 備中福LL裁跡に登る』      種本 実
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平成11年度総会において

た0任期は1年です。

名誉会長

ヨ1会長

参与

事務局長

事務局員

(歴史民俗研究部会 )

部会長 神谷わ孝

ヨ1部会長 平田恙彦

評議員 石丼良枝

評議員 佐藤壽夫

備 鬱 史 探 訪 の 会 監 査 委 員

★監査委員 藤丼恙夫、杉原外恙子

1/ 1(金)   行事案内 (事務局による発送作業)

2/13(土)   会報87子  (『古事記』を読む終了後作業)

3/13(土)   行事案内 (『古事記』を読む終了後作業)

4/17(土)  会報88子  (「中世を読む」終了後作業)

5/ 8(上)『 JJ戒恙』・行事案内 (『苦事記』を読む終了後作業)

6/12(土)   会報89子  (『古事記』を読む終了後作業)

7/10(土)   行事案内 (『古事記』を読む終了後作業)

8/ 7(土)   会報90子  (事務局による発送作業)

9/11(土)   行事案内 (『古事記』を読む終了後作業)

10/ 9(土)   会報91子  (『苦事記』を読む終了後作業)

11/13(土)   行事案内 (『苦事記』を読む終了後作業)

12/18(土)   会報92号  (「中世を読む」終了後作業)

☆都合により変更する場合がありますのでご了承下さい。

新役員承認事項

安原誉佳さんlifたに古墳部会の評議員ピして承認されまし

備陽史探訪の会役員
神谷和孝   会長 田口義之

山口哲品、中村勤史、馬屋原亨

中西晃、末森清司、後藤匡史、佐藤洋一、種本実

棗日英夫、柿本光明、廣川茂夫

平田恙彦

佐藤秀子 [会計担当]、 佐藤錦士、寺崎久徳

木下和司、二好勝芳、塩出基久

(古墳研究部会部会)

部会長 LL口哲品

ヨ1部会長 網本善光

評議員 篠原芳秀

評議員 七森義人

評議員 安原誉佳

(城郭研究部会)、

部会長 出内博都

副部会長 杉原道彦

ヨ1部会長 小林浩ニ

評議員 黒木日出人

評議員 坂本敏夫

評議員 高喘晨已
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備
陽
史
探
訪
の
会
、　
一
泊
の
旅
を
彩
っ
た

ド
ラ
マ
の
数
々

十
月
十
七
日
、
大
型
の
台
風
十
号
が
九

州
南
部
に
接
近
し
て
き
た
。

早
朝
の
福
山
駅
は
激
し
い
雨
だ
っ
た
。

今
回
の
旅
は
初
め
か
ら

「雨
天
決
行
」
の

予
定
な
の
だ
か
ら
、
別
に
何
の
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
台
風
の
接
近

と
い
う
事
態
が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

ド
ラ
マ
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

今
回
の
旅
の
予
定
は

一
日

目

。

姫
路
か
ら
Ｊ
Ｒ
播
但
線
の
竹
田
駅

（和

田
山
町
竹
田
）
の
背
後
に
あ
る
竹
田
城

と
同
町
寺
内
に
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館

の
現
群
ｒ
出
石
町
訥
崚
蹟
の
自
由
散
策

と
宗
鏡
詩
絆
数
び
出
石
神
社
の
見
学
。

宿
泊
は
円
山
川
河
日
の
豊
岡
市

「か
ん

ぼ
の
宿
」
。

二
日
目
。

京
都
府
久
美
浜
町
内
の
神
社
と
仏
閣
。

続梓櫛詢錮師鋤躊臓脚嚇鏑甜拗鋪、

園
。

大
略
以
上
の
よ
う
な
行
程
な
の
で
あ
る

が
、
私
と
し
て
は
初
日
の
竹
田
城
の
見
学

に
最
も
期
待
を
か
け
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

た
ぶ
ん
ほ
か
の
方
も
そ
う
だ
と
思
う
。

小
島

袈
裟
春

竹
田
城
は
播
但
線
竹
田
駅
の
す
ぐ
西
の

標
高
三
三

一
屑
の
古
城
山
の
頂
上
に
築
か

れ
た
中
世
の
山
城
跡
で
あ
っ
て
、
そ
の
ほ

ぼ
全
域
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
見
事
な
石
塁

が
当
時
の
ま
ま
に
残

っ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
山
城

跡
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
強
い
雨
を
つ
い
て
走
る
バ
ス
の

中
で
、
会
長
始
め
関
係
役
員
が
協
議
の
上

二
つ
の
対
案
が
出
て
き
た
。

そ
の

一
。
竹
田
城
へ
は
麓
か
ら
約
四
十

分
を
か
け
て
徒
歩
で
の
登
攀
を
予
定

ぬし
て

い
た
が
（本
会
の
恒
例
）
、
登
山
道
が
濡
れ

て
危
険
な
の
で
、
往
復
と
も
大
型
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
ビ
ス
ト
ン
輸
送
を
す
る

（実
は
大
手
門
の
直
下
ま
で

一
般
車
で
登

る
こ
と
が
で
き
る
）。

そ
の
二
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
雨
が
強

く
霧
で
も
か
か
れ
ば
、
視
界
も
利
か
ず
、

足
下
も
不
安
。
車
の
ス
リ
ッ
プ
の
危
険
も

あ
る
の
で
見
学
先
を
姫
路
の
博
物
館

。
庭

園
に
変
更
す
る
。

な
お
、
途
中
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
現

地
の
気
象
を
問
い
合
わ
せ
の
上
、
参
加
者

の
意
思
を
も

っ
て
決
定
す
る
、
と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

気
の
せ
い
か
、
私
に
は
そ
の
頃
か
ら
雨

脚
が
弱
ま

っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
。

「
雨
は
霧
雨
程
度
、
高

い
山
に
は
霧
が
あ

る
が
、
竹
田
城
に
は
霧
も
か
か
ら
ず
、
麓

か
ら
城
の
石
垣
が
す

っ
き
り
と
見
え
る
」

こ
れ
が
現
地
の
情
報
で
、
バ
ス
の
中
で

採
決
す
る
と
、
圧
倒
的
多
数
で
竹
田
城
に

決
ま

っ
た
。

竹
田
城
の
麓
の

「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
朝
来

山
」
に
は
、
九
人
乗
り
の
タ
ク
シ
ー
ニ
台

が
待

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
れ
は
、
天
祐

神
助
で
あ

っ
た
。

大
手
門
跡
の
枡
形
を
抜
け
る
と
、
広

い

広
い
北
千
畳
と
い
う
郭
が
あ

っ
た
。
右
手

眼
下
に
は
竹
田
の
町
並
が
く

っ
き
り
と
望

め
、
播
但
線
の
電
車
が
今
し
も
駅
に
入
る

と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

一
八
〇
周
ほ
ど
北
西
の
天
守
台
跡
と
思

え
る
石
垣
に
、
う

っ
す
ら
と
議
が
か
か

っ

て
い
た
が
、
第
二
陣
が
到
着
す
る
こ
ろ
に

は
需
は
す

っ
か
り
晴
れ
て
、
西
空
の
雲
間

に
は
青
空
も
ち
ら
り
と
見
え
た
。

さ
て
竹
田
城
は
想
像
を
越
え
て
い
た
。

標
高
三
三
〇
屑
余
り
の
独
立
峰
に
築
か

れ
た
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
縄
張
り
と
見
事

な
石
垣
で
あ

っ
た
。
初
め
北
千
畳
か
ら
霧

に
か
す
む
本
丸
方
向
を
眺
め
た
と
き
は
、

思
わ
ず
息
を
の
ん
だ
。

そ
の
縄
張
り
と
歴
代
城
主
の
概
要
を
旅

行
委
員
が
心
血
を
注

い
で
作
成
し
た
旅
行
、

資
料
か
ら
転
記
し
て
み
る
。

▼
本
丸

最
高
所
に
位
置
し
て
中
規
模
不
整
形
の

郭
で
あ
る
が
、
東
端
に

一
二
屑
×
一
一
屑

ほ
ど
の
天
守
台
が
あ
る
。
石
垣
の
高
さ
は

本
丸
か
ら
は
二
解
余
で
あ
る
が
、
東
側
下

の
二
之
丸
か
ら
続
く
馬
出
し
か
ら
は

一
〇

屑
以
上
の
高
さ
が
あ
る
。

▼
北
東
郭

本
丸
か
ら
東
の
虎
口
を
経
て
、
中
規
模

の
二
之
丸
が
あ
る
。
そ
の
北
側
に
本
丸
を

回
っ
て
西
の
平
殿
か
ら
続
く
長
沖
郵
が
あ

り
、
「武
の
問
」
と
呼
ば
れ
る
虎
口
を
経

て
、
中
規
模
の
三
之
丸
に
続
く
。
さ
ら
に

厳
重
な
枡
形
虎
口
を
経
て
、
広
大
な
北
千

畳
が
あ
る
。
そ
の
南
側
に
大
手
門
が
あ
る
。

本
丸
か
ら
の
全
長
は

一
八
〇
房
余
り
、
全

郭
石
垣
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

▼
南
郭

本
丸
か
ら
南
二
之
丸
へ
の
通
行
は
複
雑

で
あ
る
。
天
守
台
の
石
垣
に
沿

っ
た
高
く

て
急
な
石
段
を
、
東
の
二
之
丸
か
ら
続
く

馬
出
し
に
出
て
、
西
の
奇
妙
な
枡
形
か
ら

平
殿
と
い
う
本
丸
の
北
を
回
る
長
細
い
郭

に
出
る
と
、
厳
重
な
枡
形
の
先
に
南
二
之

丸
が
あ
る
。

こ
の
郭
の
東
に
正
門
が
あ

っ
て
、
正
門

を
南
に
下
が
る
と
本
城
最
大
の
南
千
畳
が

あ
る
。
本
丸
か
ら
の
全
長

一
人
Ｏ
属
余
り
、

南
千
畳
に

一
部
石
垣
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
補
う
た
め
か
付
近

に
長
大
な
竪
堀
が
数
本
設
け
て
あ
る
。
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▼
花
屋
敷

本
丸
の
北
西
に
、
平
殿
か
ら
数
ヶ
所
の

虎
口
を
下
が
る
と
、
中
規
模
の
花
屋
敷
と

称
す
る
郭
が
あ
る
。
■
緞
群
凍
西
の
石
垣

上
に
石
塁
を
組
ん
だ
鉄
砲
狭
間
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
郭
の
構
築
は
や

や
時
代
が
下
が
る
と
い
わ
れ
る
。

城
全
体
の
平
面
形
は
平
仮
名
の

「く
」

の
字
形
で
、
そ
の
屈
折
点
に
本
丸
が
あ
る
。

城
跡
の
全
長
は
約
三
七
〇
屑
。
最
高
所

は
本
丸
天
守
台
で
標
高
約
三
三
〇
肩
。

北
端
の
北
千
畳
と
南
端
の
南
千
畳
お
よ

び
本
丸
北
西
の
花
屋
敷
は
い
ず
れ
も
標
高

三
三
〇
属
余
り
と
、
ほ
ぼ
同

一
標
高
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
優
れ
た
設
計
技
術
と
と

も
に
高
度
の
土
木
技
術
が
あ

っ
た
こ
と
を

証
拠
づ
け
る
事
実
で
も
あ
る
。

▼
築
城
時
期
と
城
主

か
き
つ

伝
承
に
よ
れ
ば
、
嘉
吉
年
間

（
一
四
四

一
～

一
四
四
三
）
に
当
時
但
馬
守
護
、
山

名
宗
全
が
南
の
播
磨
の
守
護
赤
松
氏
に
対

抗
し
て
築
き
、
重
臣
の
大
田
垣
氏
の
守
備

を
任
せ
た
と
い
う
。
以
後
大
田
垣
氏
が
五

代
百
三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
在
城
し
た
。

天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
領
主
の
山
名

氏
が
最
後
の
居
城
出
石
の
有
子
山
城
を
羽

柴
秀
長
に
攻
め
ら
れ
て
滅
亡
す
る
と
、
大

田
垣
氏
は
主
家
に
殉
じ
た
。

以
後
、
羽
柴
秀
長
が
但
馬
の
領
主
と

な
っ
た
が
、
竹
田
城
の
守
備
者
は
分
か
ら

な
い
。

天
正
十

一
年

（
一
五
八
三
）
賤
ヶ
岳
の

合
戦
の
後
、
羽
柴
秀
長
の
重
臣
、
桑
山
信

晴
が
城
主
と
な
っ
た
。

天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
播
磨
の
赤

松
政
秀

（広
秀
）
が
城
主
と
な
る
。

慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
の
合

戦
の
後
、
城
主
赤
松
広
秀
が
自
刃
し
て
竹

田
城
は
廃
城
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
自
由
見
学
の
後
、
旅
行
委
員
か

ら
初
期
の
城
主
の
館
が
あ
っ
た
と
い
う
城

の
北
の
安
井
谷
や
そ
の
出
口
を
守
る
安
井

城
等
の
説
明
を
受
け
た
。

台
風
十
号
も
雨
も
忘
れ
て
し
ま

っ
た
。

下
山
の
タ
ク
シ
ー
で
バ
ス
に
戻
っ
た
ら

小
雨
が
振
り
出
し
て
き
た
。

竹
田
城
は
、
何
故
か

「備
陽
史
探
訪
の

〈こ
に
登
城
し
、ぜ
ひ
見
学
し
て
欲
し
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
台
風
十
号
接
近
の

雨
が

一
時
間
余
り
の
見
学
中
だ
け
何
故
晴

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「何
も
の
か
」
が

我
々

一
行
が
見
学
先
を
姫
路
に
変
更
し
よ

う
と
相
談
し
て
い
る
こ
と
を
察
し
て
、
天

せ

い
ざ

ょ

を
制
御
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
は
正
し
く
ド
ラ
マ
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
答
は
帰
途
の
バ
ス
の
中

で
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

▼
和
田
山
町
歴
史
館

次
い
で
和
田
山
町
寺
内
の
町
立
歴
史
館

に
着
い
た
。
ド
ア
は
固
く
閉
ま

っ
て

「土

曜
日
午
前
中
で
閉
館
し
ま
す
。
ま
た
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
札
が
掛

か
っ
て
い
た
。
前
庭
に
造
ら
れ
た
古
墳
や

箱
式
石
棺
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
眺
め
て
帰
り

か
け
た
ら
、
旅
行
委
員
の
機
転
で
館
長
が

到
着
し
、
ド
ア
が
開
い
た
。
館
長
の
ボ
ン

ミ
ス
ら
し
か
っ
た
。

展
示
品
で
は
、
三
角
縁
神
獣
鏡
三
面
を

含
む
六
面
の
銅
鏡
が
あ

っ
た
が
、
三
角
縁

神
獣
鏡
は
こ
の
と
こ
ろ
ち
ょ
っ
と
食
傷
気

味
で
、
唐
草
文
帯
重
圏
文
鏡
が
私
の
目
を

引
い
た
。

も
う

一
つ
金
鋼
製
の
頭
雛
太
刀
が
目
江

つ
い
た
。
金
銅
部
分
が
綺
麗
で
、
柄
も
鞘

も
原
形
を
留
め
て
い
る
。
余
り
の
見
事
さ

に
初
め
は
レ
プ
リ
カ
で
あ
ろ
う
と

一
人
合

点
し
て
い
た
が
、
後
で
本
物
と
分
か
り
、

質
問
し
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。

出
石
町
の
観
光
セ
ン
タ
ー
で
台
風
十
号

は
九
州
枕
崎
付
近
に
上
陸
し
、
東
北
方
向

に
速
度
を
速
め
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。

後
は
出
石
町
の
自
由
見
学
、
宗
鏡
寺
お
よ

び
出
石
神
社
の
参
詣
。

ま
ず
は
素
晴
ら
し
い
一
日
だ
っ
た
。

次
の
日
の
朝
、
台
風
十
号
は
能
登
半
島

沖
に
過
ぎ
去

っ
た
。
風
も
雨
も
止
ん
で
い

た
。
日
の
前
の
円
山
川
は
土
手
ぎ
り
ぎ
り

に
膳
林
し
て
ゴ
ミ
ゃ
材
木
を
流
し
、
上
流

の
氾
濫
を
示
し
て
い
た
。

八
時
過
ぎ
に
出
発
。
暖
か
な
日
差
し
で

あ
る
。
た
だ
し
、
予
定
の
豊
岡
市
ル
ー
ト

は
円
山
川
の
氾
濫
で
通
行
不
可
。
山
道
の

三
原
峠
越
え
で
久
美
浜
町
に
出
る
。

▼
如
意
寺

志
を
叶
え
て
下
さ
る
寺
。
家
内
安
全
を

願
っ
て
不
動
堂
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
バ

ス
に
戻
っ
た
ら
雨
と
な
っ
た
。
台
風
十
号

の
名
残
り
で
あ
る
。

神
谷
太
刀
宮
、
久
美
浜
駅
は
車
中
見
学

と
な
っ
た
。

▼
鯨
郷
腑
立
丹
後
郷
土
資
料
館

成
相
寺
に
続
く
山
並
の
麓
に
建
つ
郷
土

館
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
文
殊
菩
薩
で
知
ら

れ
る
智
恩
寺
の
絵
馬
の
展
示
が
共
催
さ
れ

て
い
て
充
実
し
て
い
た
。

考
古
室
で
は
、
大
風
呂
南
墳
丘
墓

（古

墳
で
は
な
い
計
η

土
の
美
し
く
見
事
な
青

色
の
ガ
ラ
ス
釧
の
完
品
ガ
荘
朔
毎
集
め
て

い
た
。
同
じ
く
貝
輪
形
の
銅
釧
が
十
三
個

も
あ

っ
た
。
こ
れ
は
南
海
産
の
ゴ
ホ
ウ
ラ

員
の
腕
輪
を
模
し
た
も
わ
彙
の
こ
と
。
弛

に
は
十

一
本
の
鉄
剣
、
勾
玉
等
が
目
を
惹

い
た
。

資
料
館
の
前
面
は
丹
後
国
分
寺
の
跡
地

と
の
こ
と
。
今
は
草
地
で
礎
石
が
あ
る
の

み
だ
が
、
「雪
舟
筆
天
橋
立
図
」
に
は
巨
大

な
国
分
寺
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
室
町

時
代
に
は
信
仰
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、　
一
色
氏
と
若
狭
守
護
武
田
氏
と

の
合
戦
で
焼
失
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

▼
籠
神
社

昼
食
を
予
約
し
た
食
堂
の

ち若
紳
女
性
が

繁
内
し
て
く
れ
て
、
本
殿
の
千
木
が
「内

削
」
な
の
は
祭
神
が

「女
性
」
の
証
拠
と
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い
う
。
そ
れ
で
説
明
板
に
書
い
て
あ
る
主

祭
神

「天
火
明
彦
命
」
は
男
性
で
あ
る
こ

と
を
教
え
た
ら
彼
女
は
す

っ
か
り
悩
ん
で

し
ま

っ
た
。

午
後
は
文
殊
様
に
参
詣
。
加
悦
町
の
壮

大
な
古
墳
公
園
を
見
学
し
、
大
江
山
の
西

側
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
福
知
山
か
ら
高

速
道
に
乗
り
、　
一
路
福
山
に
戻
っ
た
。

さ
て
、
旅
の
締
め
括
り
、
中
村
副
会
長

の
挨
拶
を
紹
介
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
氏
は

今
回
の
旅
の
内
輪
話
を
柔
ら
か
く
余
す
こ

と
な
く
率
直
に
教
え
て
く
れ
た
。

台
風
接
近
。
責
任
感
の
重
圧
に
揺
れ
に

揺
れ
る
役
員
各
位
の
心
の
内
、
そ
の
心
情

を
百
も
承
知
で
決
然
、
決
行
の
断
を
下
し

た
田
回
会
長
を
、
も
と
も
と
楽
観
主
義
者

で
呑
気
者
だ
と
泣
き
笑
い
で
こ
き
下
ろ
す

中
村
副
会
長
。
私
は
不
謹
慎
に
も
笑

っ
て

笑

っ
て
笑
い
抜
い
て
涙
が
出
る
ほ
ど
笑
い

抜
い
て
四
十
分
、
あ
っ
と
い
う
間
に
福
山

駅
に
着
い
て
し
ま
っ
た
。
御
免
な
さ
い
。

そ
う
だ
。
竹
田
城
見
学
の
奇
跡
の
こ
と

だ
。
中
村
副
会
長
は
挨
拶
の
中
で
竹
田
城

主
の
大
田
垣
氏
は
備
後
守
護
山
名
氏
の
名

代
と
し
て
備
後
の
守
護
代
を
務
め
た
。
縁

が
深
い
の
で
あ
る
。
備
後
の
民
が
せ
っ
か

く
本
城
を
訪
ね
話
の
に
台
風
で
中
止
は
意

に
あ
ら
ず
と
、
東
の
間
の
接
待
を
し
た
の

で
あ
ろ
う
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
も

同
感
で
あ
っ
た
。
神
々
の
道
は
神
の
み
ぞ

知
る
と
。

ま
ほ
ろ
ば
の
旅石

井

し
お
り

十

一
月
下
旬
の
大
気
は
い
っ
そ
う
冴
え

渡
り
、
夜
空
が
透
明
感
を
増
し
て
い
る
。

そ
ん
な
季
節
の
朝
早
く
、
奈
良
盆
地
三
輪

山
周
辺
の
寺
詣
で
と
紅
葉
狩
り
に
赴
く
。

道
連
れ
は
Ｉ
さ
ん
統
率
に
よ
る
水
も
し

た
た
る
男
籍
哄
軟
衆
で
あ
％
デ

ま
ず
、
多
武
峰
に
建
つ
談
山
神
社
へ
。

室
町
時
代
の
再
建
に
よ
る
桧
皮
葺
き
の
屋

根
が
優
美
な
姿
を
、
全
山
紅
葉
の
中
に
、

絵
の
如
く
浮
き
出
さ
せ
て
い
る
。

祭
神
は
藤
原
鎌
足
。
こ
の
多
武
峰
に
登

り
、
若
き
頃
の
天
智
天
皇
と
密
議
し
て
、

大
化
の
改
新
を
断
行
し
た
い
わ
れ
の
山
で

あ
る
。

本
殿
は
も
と
よ
り
、
白
鳳
期
に
創
建
後
、

室
町
時
代
に
再
建
の

「十
三
重
塔
」
も
奥

床
し
い
。

そ
れ
に
続
き
、
鎌
足
公
の
長
男
、
定
恵

の
開
基
と
い
わ
れ
る
聖
林
寺
へ
向
か
う
。

ご
本
尊
は
大
き
な
石
に
刻
ま
れ
た
地
蔵

菩
薩
で
、
別
名

「子
授
け
地
蔵
」
と
も
呼

ば
れ
、力
強
く
お
美
し
い
。
ち
ょ
っ
と
触

っ

て
み
た
い
衝
動
の
私
達
を
目
に
し
た
お
寺

さ
ん
は

「勿
体
な
い
こ
と
を
」

と
、
た
し
な
め
の
制
上
を
な
さ
る
。
仏

徳
に
気
も
そ
ぞ
ろ
の

一
人
が
尻
餅
を
つ
く

や
否
や

「お
怪
我
は
な
い
か
」

と
手
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
時
私

達
は
、
石
仏
が
少
し
揺
ら
い
だ
よ
う
な
気

が
し
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

や
が
て
ご
住
持
は
袈
裟
を
整
え
、

「
こ
の
空
間
か
ら
遥
か
遠
く
三
輪
山
を
ご

ら
ん
下
さ
い
。
太
古
以
来
、
こ
の
近
辺
の

丘
陵
や
清
ら
か
な
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、
黎

明
の
日
本
政
治
発
祥
の
物
語
を
今
も
伝
え

て
い
る
の
で
す
。
私
も
歴
史
が
好
き
で
す

が
、
今
日
は
参
拝
者
が
多
い
の
で
こ
れ
に

て
切
り
上
げ
ま
す
。
ハ
イ
ハ
イ
」

と
。
私
達
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
ば
か

り
に
、
気
負
い
の
膝
を
並
べ
て
座

っ
た
の

に
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。

本
尊
の
石
仏
の
上
の
お
堂
に
在
わ
す
十

一
面
観
音
さ
ま
は
、
何
と
い
う
優
撲
“
揉

フ

ら
か
な
曲
線
と
お
顔
で
あ
ろ
う
か
。
水
瓶

を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。
し
ば
し
立
ち

止
ま

っ
て
見
と
れ
る
ば
か
り
。

談
山
神
社
参
道
に
出
て
昼
食
。
満
員
の

客
で
な
か
な
か
出
て
こ
な
い

「肉
う
ど

ん
」
は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。

続
い
て
阿
倍
文
殊
院
へ
。

文
殊
菩
薩
に
脇
侍
像
、　
〓

一〇
〇
年
代

快
慶
作
を
始
め
、　
三
ハ
Ｏ
ｏ
年
代
桃
山
期

の
木
造
の
仏
さ
ま
。
端
正
な
そ
の
お
姿
に
、

時
空
を
越
え
た
生
命
力
の
深
さ
を
、
手
を

合
わ
せ
つ
つ
感
得
す
る
。

寺
内
の
抹
茶
席
へ
通
る
。
餡
入
り
の

「ら
く
が
ん
」
の
お
も
て
な
し
で
、
心
豊

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
。
紅
葉
の
庭
も

一
入
の
艶
や
か
さ
で
あ
っ
た
。

連

‐・
休
拗
相
ｂ
今
日
は
、
バ
ス
満
琳
の
観

光
客
で
渋
滞
続
き
。
予
定
よ
り
二
時
間
遅

れ
で
宿
泊
地
の
駅
に
辿
り
着
く
。

日
は
沈
み
、
暗
い
山
の
稜
線
と
、
遠
く

に
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
家
の
灯
り
、
か
す
か

に
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
。
引
率
の
幹
事
さ
ん

が
た
だ

一
人
、
門
灯
を
頼
り
に
走
り
回
っ

て
戸
を
叩
く
。
や
っ
と
五
軒
日
で

「オ
ー
イ
こ
こ
だ
」

の
呼
び
声
。
俄
に
元
気
と
空
腹
を
感
じ

て
足
が
速
ま
る
。

間
に
透
か
す

「
ベ
ン
シ
ョ
ン
ま
ほ
ろ

ば
」
に
は
、
広
い
前
庭
と
重
厚
な
屋
敷
門
、

白
壁
の
土
蔵
が
く
っ
き
り
と
二
つ
。
広
い

築
庭
と
、
四
、
五
百
年
も
経
た
と
思
わ
れ

る
欅
の
木
が
天
を
覆
っ
て
い
る
。

ご
主
人
様
が
接
客
と
外
交
、
奥
様
と
中

学
生
く
ら
い
の
二
人
の
お
子
さ
ん
が
料
理

全
般
を
忙
し
く
支
度
し
て
い
ら
し
た
が
、

そ
の
夕
食
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。

特
筆
の
も
の
は

「天
然
と
り
た
て
あ
ま

ご
の
塩
焼
き
」
と

「三
種
類
の
浅
漬
け
」

で
あ
っ
た
。
あ
ま
ご
は
頭
も
尻
尾
も
胃
袋

に
入
り
、
皿
の
上
に
は
手
作
り
の
太
い
串

が
ポ
ツ
ン
と
残
る
。
お
漬
物
は
、
箸
を
向

け
た
時
に
は
、　
一
皿
も
無
い
。
夕
食
後
、

に
向
劫
知
囃
蠅
激
坤
れ
硼
数
洵
“
〓
醐
蹴
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駅
に
向
か
う
タ
ク
シ
ー
で
こ
れ
を
話
題

に
し
て
い
る
と

「き

っ
と
漬
物
は
自
家
製
だ
か
ら
美
味
し

い
ん
で
す
ね
ｒ
こ
の
辺
り
は
家
で
漬
け
、

一
番
よ
い
塩
梅
の
と
き
、
お
客
に
食
べ
て

頂
く
風
習
が
あ
る
の
で
す
」

と

い
う
話
に
続

い
て

「
ベ
ン
シ
ョ
ン
ま

ほ
ろ
ば
」
の
前
世
の
由
来
を
し
み
じ
み
と

尊
敬
を
も

っ
て
幹
事
さ
ん
は
語
ら
れ
た
の

で
あ

っ
た
。

奈
良
盆
地
で
四
百
五
十
年
も
大
庄
屋
と

い
う
油
屋
を
業
と
す
る
当
家
は
、
戦
後
、

農
地
改
革
の
波
を
真
面
に
受
け
、
も
ろ
も

ろ
の
末
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
を
始
め
ら
れ

た
と
の
こ
と
。
心
暖
ま
る
お
も
て
な
し
と
、

奥
床
し
い
現
在
を
改
め
て
知

っ
た
次
第
で

あ
る
。

」
ペ
ン
シ
ョ
ン
ま
ほ
ろ
ば
」
を
唱
窮

じめ
も

爽
や
か
に
発
ち
、
女
人
高
野
の
室
生
寺

ヘ

向
か
う
。

せ

い
れ

つ

室
生
山
を
背
に
、
前
に
は
清
測
な
室
生

川
が
流
れ
る
室
生
寺
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
咲

く
春
は
、

た
跳
場

に
か
華
や
か
な
こ
と
で

あ
ろ
う
。
鎧
坂
か
ら
の
石
段
を
昇
り
、
や

が
て
見
え
て
く
る
奈
良
時
代
創
建
と
い
う

五
重
塔
は
、
先
日
の
台
風
で
後
部
が
倒
壊

し
て
痛
々
し
か
っ
た
。

時
は
今
や
錦
繍
の
秋
、
全
山
を
濃
く
淡

く
彩
る
紅
葉
の
美
し
さ
に
、
唯
、
感
歎
の

声
ば
か
り
。

心
を
残
し
つ
つ
末
寺
の
大
野
寺
へ
。

宇
陀
川
沿
い
の
寺
の
境
内
に
は
、
枝
垂

れ
桜
の
古
木
が
数
株
あ
り
、
四
季
桜
が
仄

か
に
咲
い
て
風
に
揺
れ
て
い
る
。

こ
の
寺
と
、
川
を
隔
て
た
正
面
の
絶
壁

に
、
十
四
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
大
磨
崖
仏

が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
信
仰
心
と
芸
術

の
魂
が

一
体
と
な
っ
た
工
人
達
の
姿
を
、

彿
彿
と
こ
の
上
に
重
ね
る
。

は

ハン
せ

続

い
て
そ
の
昔

「泊
瀬
」
あ
る
い
は
死

者
の
魂
が

‐まと
つまち
場
所
「陰
り
国
」
と
も

呼
ば
れ
た
「初
瀬
」
。
い
つ
の
世
か
ら
か
今

は

「長
谷
」
と
発
音
す
る
長
谷
寺
へ
。

高
い
位
置
に
あ
る
駅
か
ら
、
谷
底
に
降

り
る
よ
う
に
、
幾
段
も
降
り
つ
ぎ
、
初
瀬

川
を
渡
り
参
道
に
至
る
。

菅
原
道
真
の

「長
谷
寺
縁
起
文
」
や
本

尊

「十

一
面
観
音
像
」
「曼
陀
羅
」
あ
る
い

は
仁
王
門
か
ら
屋
上
の
鐘
ま
で
続
く
回
廊

式
屋
根
付
登
廊
な
ど
。

廊
の
左
右
の
お
庭
は
全
山
紅
葉
し
て
秋

の
光
の
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
つ
つ
、
濃
い
紅

に
、
淡
い
金
色
に
さ
さ
め
き
渡

っ
て
い
る
。

心
地
よ
い
初
冬
の
風
が
三
輪
の
山
々
か
ら

吹
き
巡
る
。
し
ば
し
件
み
道
の
辺
り
の
紅

葉
二
、
三
片
を
ノ
ー
ト
に
挟
む
。
病
ん
で

久
し
い
人
に
、
心
の
長
谷
の
旅
を
さ
せ
た

い
。暖

か
か
っ
た
初
冬
の
ま
ほ
ろ
ば
の
旅
、

な
だ
ら
か
な
自
然
の
山
々
に
分
け
入
り
、

天
地
の
恵
み
を
受
け
た
二
日
間
、　
一
同
疲

れ
知
ら
ず
の
良
き
旅
で
あ
っ
た
。

下
関
歴
史
紀
行坂

井

邦

典

平
成
十
年
十

一
月
十
五
日
、
午
前
三
時

半
福
山
出
発
。
同
行
者
四
人
。

午
前
七
時
半
、
下
関
Ｉ
Ｃ
に
到
着
。
最

初
の
探
訪
地
は
下
関
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
近
く
に
あ
る
。

住
吉
神
社

（下
関
市

一
の
宮
住
吉
）

長
門

一
宮
。
祭
神
は
住
吉
大
神

・
応
神

天
皇

・
武
内
宿
禰
命

・
神
宮
皇
后

・
建
御

名
方
命
で
あ
る
。
本
殿
は
九
間
社
流
造
で
、

応
安
三
年

（
一
三
七
〇
）
守
護
の
大
内
弘

世
が
再
建
し
た
。
室
町
初
期
の
神
社
建
築

の
伝
え
て
お
り
、
国
宝
で
あ
る
。
拝
殿
は

天
文
八
年

（
一
五
三
九
）
毛
利
元
就
が
寄

惟

おし
後
も
の
で
重
文
。

党
苑
寺

（下
関
市
長
府
安
養
持
一ゆこ

ん

こ
の
寺
の
境
内
に
あ
る
長
門
鋳
銭
所
跡

は
、

餘
詳

ｒ
評
安
時
代
に
日
本
最
初
の
銭

貨
の
和
銅
開
称

（編
集
部
註
）
が
鋳
造
さ

れ
た
と
こ
ろ
於
Ｆ
寛
永
年
間

（
一
六
二
咽

～
二
〇
）
に
銭
疱

（鋳
型
）
が
発
見
さ
れ

た
。寺
の
墓
地
に
は
長
府
藩
主
Ｔ
丁

四

・

五
代
）
の
墓
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
軍
服
姿

の
乃
木
大
将
の
銅
像
が
あ
っ
た
。

乃
木
神
識
旗
下
関
市
長
府
宮
の
内
）

乃
木
希
典
大
将
と
静
子
夫
人
を
祀
っ
て

あ
る
。
乃
木
大
将
は
長
府
藩
の
江
戸
屋
敷

で
生
ま
れ
、
長
府
に
は
十
歳
か
ら
十
六
歳

ま
で
住
ん
だ
。
境
内
に
は
乃
木
家
の
旧
邸

が
移
築
保
存
し
て
あ
り
、
大
将
と
母
堂
の

並
ん
だ
銅
像
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
境
内
に
は

「君
が
代
」
の

『古

今
集
」
の
中
に
あ
る
原
歌

・ヽ「わ
「
君
は
計

代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
巌
な
り
て
苔

の
む
す
ま
で
」
の
碑
が
あ
り
、
そ
の
横
に

いれ
姜
ビ
れ
石
」
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。

忌
宮
神
社

（下
関
市
長
府
宮
の
内
）

長
門
二
官
。
第
十
四
代
仲
哀
天
皇
は
こ

との
地
に
鴨
舗
宮
を
作
っ
て
七
年
間
政
務
を

執

っ
て
崩
御
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
神
功
皇

后
が
天
皇
の
御
神
霊
を
祀
ら
れ
た
の
が
当

社
の
起
源
で
あ
る
。

現
在
の
社
殿
は
明
治
十
年

（
一
人
七

比
γ
診
鍵
築
で
あ
る
。
神
職
に
鬼
石
と

数
方
庭
祭
の
い
わ
れ
を
聞
い
た
際
、
新
羅

の
塵
輸
が
瀬
戸
内
海
ま
で
攻
め
込
ん
で
来

て
、
こ
の
地
で
激
戦
し
た
と
い
う
伝
承
が

あ
る
こ
と
を
知

っ
て
驚
い
た
。
の
ち
に
天

智
天
皇
が
朝
鮮
式
山
城
を
近
畿
ま
で
造
ら

せ
た
わ
け
が
納
得
で
き
た
。

功
山
寺

（下
関
市
長
府
川
端
）

こ
の
寺
は
か
つ
て
長
福
寺
と
い
っ
て
い

た
が
、
長
府
藩
主
初
代
毛
利
秀
元
の
墓
が

あ
り
、
そ
の
法
号
か
ら
功
山
寺
と
改
名
さ

れ
た
。
境
内
に
高
杉
晋
作
の
騎
乗
姿
の
銅

像
が
あ
る
。
こ
こ
は
奇
兵
隊
を
率
い
て
の

明
治
維
新
回
天
挙
兵
の
地
で
も
あ
る
の
だ
。

仏
殿
は
天
応
二
年

（
一
三
二
〇
）
に
建

立
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
唐
様

（南
宋
）
建
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築
の
典
型
的
遺
構
。
現
存
す
る
我
が
国
最

古
の
も
の
で
国
宝
。
大
内
義
隆
の
養
子
大

内
義
長
が
毛
利
元
就
に
攻
め
ら
れ
、
こ
の

仏
殿
内
で
自
刃
乳
斐
Ｆ
義
長
は
墓
地
の

一

隅
に
葬
ら
れ
、
宝
医
印
塔
が
残
る
。

隣
接
し
て
下
関
市
長
府
博
物
館
が
あ
る

が
、
早
朝
の
た
め
開
館
し
て
い
な
か
っ
た
。

敷
地
内
に
万
骨
塔
と
い
う
大
き
な
円
形
の

塚
が
あ
る
。
歴
史
の
中
で
散

っ
て
い
っ
た

有
名
無
名
の
勇
士
の
供
養
塔
で
、
「
一
将
功

成

っ
て
万
骨
枯
る
」
と
い
う
言
葉
が
そ
の

由
来
で
あ
る
。

赤
間
神
宮

（下
関
市
阿
弥
陀
寺
町
）

壇
之
浦
に
続
く
関
門
海
峡
沿
い
の
海
岸

に
建

っ
て
い
る
安
徳
天
皇
を
お
祀
り
し
た

社
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
七
五
三
と
菊
花
展

で
賑
わ

っ
て
い
た
。
平
家

一
門
の
七
盛

塚

・
芳

一
堂
の
前
の
塀
の
直
下
に
安
徳
天

皇
陵
が
林
間
喜
ｒ
”
終
句
と
ぁ

っ
た
。

す
ぐ
西
隣
が
春
帆
楼
で
、
日
清
戦
争
終

結
後
に
伊
藤
博
文
と
李
鴻
章
と
の
談
判
が

行
な
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
の

一
郭
に

あ
る
講
和
記
念
館
に
は
李
鴻
章
の
書
が
展

示
し
て
あ
り
、
見
事
な
筆
跡
で
あ
っ
た
。

東
行
記
念
館

。
東
行
庵

（下
関
市
吉
田
）

小
月
イ
ン
タ
ー
か
ら
下
り
た
近
く
に
あ

る
。
「東
行
」
は
高
杉
晋
作
の
号
。
晋
作
は

奇
兵
隊
を
作
り
、
明
治
維
新
初
期
に
多
大

な
働
き
を
し
た
が
、
結
核
の
た
め
二
十
七

歳
と
い
う
短
い
一
生
を
終
え
た
人
物
で
あ

る
。
東
行
記
念
館
は
彼
に
関
す
る
資
料
を

展
示
し
て
い
る
。

東
行
庵
は
も
と
は
山
県
有
朋
の
無
隣
庵

だ
っ
た
が
、
晋
作
の
号
を
と
っ
て
改
名
し

た
。
の
ち
に
晋
作
の
側
室
お
う
の

（遊
女

出
身
）
が
尼

（谷
梅
処
）
と
な
っ
て
晋
作

の
墓
を
守
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
庵
を
贈

ら
れ
た
。
い
ま
は
曹
洞
宗
の
寺
で
あ
る
。

こ
の
清
水
山
中
腹
に
あ
る
東
行
墓
の
周
囲

は
紅
葉
が
た
い
へ
ん
僕
■
め
っ
た
。

中
山
神
社

（下
関
市
綾
羅
木
本
町
）

祭
神
は
中
山
忠
光
朝
臣
命

。
明
治
天

皇

。
天
照
皇
大
神
で
あ
る
。

忠
光
は
明
治
天
皇
の
叔
父
に
あ
た
る
人

で
、
幕
末
致
次
柱
碑
″２

八
六
三
）
、
同
志

三
十
余
名
と
天
誅
組
を
結
成
し
、
倒
幕
の

挙
兵
を
奈
良
県
五
條
市
に
お
こ
し
た
。
し

か
し
敗
れ
て
数
名
と
死
地
を
脱
し
、
長
州

藩
を
頼
っ
て
逃
れ
た
が
、
こ
の
地
で
凶
刃

に
か
か
っ
て
十
九
歳
の
命
を
散
ら
せ
た
。

そ
の
墳
墓
の
上
に
社
殿
を
建
て
た
の
が
中

山
神
社
の
出
来
で
あ
る
。

境
内
に
は
愛
新
覚
羅
社

（祭
神
は
浩

命

・
淳
傑
命

・
慧
生
命
）
が
あ

っ
た
。
浩

は
中
山
忠
光
の
曽
孫
で
、
嵯
峨
家
の
娘
に

生
ま
れ
、
淳
傑
と
政
略
結
婚
さ
せ
ら
れ
た

気
の
毒
な
運
命
の
人
で
あ
る
。

淳
傑
は
清
朝
最
後

ふの
ぎ皇
帝
宣
統
帝

（の

ち
に
満
州
国
皇
帝
）
淳
儀
の
弟
で
、
日
本

の
陸
軍
師
範
学
校

・
陸
軍
大
学
を
卒
業
し

た
。
娘
の
慧
生
は
学
習
院
大
学
の
同
級
生

と
伊
豆
天
城
山
中
で
心
中
し
た
。

下
憫
姉
泣
拷
古
＝
物
館
（下
関
市
綾
羅
木
）

綾
羅
木
郷
遺
跡

（国
史
跡
）
の
中
に
真

新
し
い
博
物
館
が
あ
っ
た
。
き
れ
い
に
整

備
し
て
あ
る
古
墳
群
を
見
渡
せ
る
高
台
の

芝
生
の
上
で
、
ロ
ー
ソ
ン
で
買

っ
た
弁
当

を
食
べ
た
。
今
日
は
快
晴
、
気
温
二
十
度
、

そ
よ
風
が
吹
き
快
適
で
あ
っ
た
。

若
宮
古
墳
群
の
中
の

一
号
墳
は
前
方
部

二
段
、
後
円
部
三
段
集
成
の
前
方
後
円
墳

で
、
全
長
は
三
九

・
七

ｍ
。
主
体
部
は
組

み
合
わ
せ
式
石
棺
で
、
五
世
紀
中
頃
の
築

造
で
あ
る
。
き
れ
い
に
復
元
し
て
あ
り
、

墳
丘
に
は
芝
生
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
す

ぐ
近
く
に
は
弥
生
の
墳
丘
墓
も
あ
る
。

敷
地
内
の
横
穴
式
石
室
の
岩
谷
古
墳
は

移
築
復
元
で
あ
る
。
六
世
紀
後
半
の
築
造

で
、
直
径

一
三

・
六

ｍ
の
円
墳
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
古
墳
や
弥
生
時
代
の
竪
穴

式
住
居
が
復
元
し
て
あ
っ
た
。

考
古
博
物
館
の
展
示
を
見
学
し
て
か
ら
、

午
後

一
時
半
よ
り

「夢

・
水

・
王
権
―
古

墳
時
代
の
ま
つ
り
―
」
と
題
し
て
同
志
社

大
学
歴
史
資
料
館
学
芸
員
の
辰
巳
和
弘
氏

の
講
演
を
聞
い
た
。
結
論
を

一
口
で
い
え

ば
、
古
墳
時
代
に
は
水
を
神
聖
視
し
て
神

を
祀
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

土
井
ヶ
浜
遺
跡
（豊
浦
郡
豊
北
町
神
田
上
）

豊
浦
郡
豊
北
町
の
浜
辺
の
近
く
で
昭
和

二
八
年

（
一
九
五
三
）
か
ら
発
掘
調
査
が

行
な
わ
れ
、
約
三
百
体
の
弥
生
時
代
の
人

骨
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
骨
は
全
部

顔
を
海
の
あ
る
西
に
向
け
て
埋
葬
さ
れ
て

い
た
リ
デ
特
徴
で
あ
る
。
初
め
は
鎌
倉
時

代
の
元
冦
の
時
の
蒙
古
人
の
も
の
だ
と
思

わ
れ
て
い
た
が
、
あ
と
で
弥
生
時
代
の
地

層
雑
理
緋
路
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

金
関
丈
夫
博
士
は
、
彼
ら
を
朝
鮮
半
島

を
含
む
大
陸
か
ら
の
渡
来
人
で
あ
る
と
考

え
、
そ
の
渡
来
人
と
先
住
民
で
あ
る
縄
文

人
の
子
孫
と
が
混
血
し
た
結
果
、
現
在
の

日
本
人
の
原
形
が
作
ら
れ
た
と
い
う

「渡

来
混
血
説
」
を
唱
え
た
。

そ
の
後
、
中
国
山
東
省
に
保
管
さ
れ
て

い
る
周
末

・
漢
時
代
の
人
骨
を
共
同
研
究

し
た
結
果
、
そ
の
人
骨
が
北
部
九
州

。
山

ロ
タ
イ
プ
の
弥
生
人
骨
に
そ
っ
く
り
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
砂
浜
に

横
た
わ
っ
た
約
八
十
体
の
人
骨
を
展
示
し

て
あ
っ
た
。
死
後
も
故
郷
を
見
て
い
る
骸

骨
群
を
見
て
心
よ
り
感
動
し
た
。

ま
た
隣
接
の
資
料
館
で
は
、
沖
縄
地
方

原
産
の
美
し
い
貝
で
、
弥
生
人
が
装
身
具

と
し
て
珍
重
し
た
ゴ
ホ
ウ
ラ
や
イ
モ
ガ
イ

を
初
め
て
日
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
七
時
土
井
ヶ
浜
遺
跡
出
発
。
二
十

一

時
十
分
、
福
山
東
Ｉ
Ｃ
に
到
着
し
、
今
日

の
見
学
紀
行
は
終
わ
っ
た
。

（編
集
部
註
）

原
稿
が
送
ら
れ
て
き
た
時
点
で
は

「富

本
銭
」
が
最
古
の
貨
幣
で
あ
る
と
の
報
道

は
ま
だ
な
か
っ
た
。
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吉
備
津
の
鳴
釜
神
事

柿

本

光

明

吉
備
国
賀
陽
郡
の
庭
妹
の
里
に
丼
沢
庄

太
夫
と
い
う
者
が
い
た
。
祖
曖
職
播
磨
の

赤
松
氏
に
仕
え
て
い
た
が
、
嘉
吉
の
乱
の

際
、
居
城
を
逃
れ
去

っ
て
こ
の
地
に
至
り
、

三
代
の
間
、
春
に
耕
し
、
秋
に
刈
り
入
れ

て
家
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ひ
と
り
子
診
正
太
郎
は
稼
業

の
農
業
を
嫌

っ
て
酒
に
溺
れ
、
女
に
耽

っ

て
、
父
の
掟
を
守
ろ
う
と
し
な
い
。
父
母

は
こ
れ
を
嘆
い
て
相
談
し

「ど
こ
か
の
良

家
の
美
し
い
娘
を
嫁
に
す
れ
ば
身
持
ち
も

修
ま
る
で
あ
ろ
う
」
と
探
し
求
め
て
い
た

と
こ
ろ
、
仲
人
と
な
る
人
が
い
て

「吉
備

津
の
官
の
神
主
香
央
家
の
娘
は
生
ま
れ
つ

終
躾
れ
訳
、

瑣
拇
に
も
よ
く
仕
え
る
。
吉

備
鴨
別
命
の
後
裔
で
、
家
系
も
正
し
い
か

ら
き

っ
と
吉
運
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。

庄
太
夫
が
た
い
そ
う
喜
ん
だ
の
で
、
仲

人
は
香
央
家
に
行

っ
て
縁
談
の
話
を
す
る

と

「娘
も
も
う
十
七
歳
に
な
り
ま
す
か
ら
、

朝
な
夕
な
に
良
い
人
に
嫁
が
せ
た
い
も
の

だ
と
、
心
の
休
め
ぬ
毎
日
を
過
ご
し
て
お

り
ま
し
た
」
と
の
返
事
で
あ
る
。
早
く
も

約
は
整

っ
て
吉
日
を
選
ん
で
婚
儀
を
挙
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

香
央
家
於
難
さ
ら
社
幸
運
を
神
に
祈
る

た
め
に
、
巫
女
や
祝
部
を
召
し
集
め
て
御

釜
祓
い
を
し
た
。
吉
備
津
の
宮
に
参
詣
祈

願
を
す
る
人
は
、
御
釜
の
湯
を
奉
り
、
吉

凶
を
占
う
。
巫
女
の
祝
詞
が
終
わ

っ
て
湯

が
沸
き
た
ぎ
る
と
、
吉
兆
な
ら
ば
釜
は
牛

の
吼
え
る
が
ご
と
く
に
鳴
り
、
凶
兆
な
ら

ば
音
ひ
と
つ
立
て
な
い
。
こ
れ
を

「吉
備

津
の
御
釜
祓
い
」
と
い
う
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
今
度
の
婚
儀
に
つ
い
て
は
、

釜
は
秋
の
虫
が
鳴
く
よ
り
も
小
さ
な
音
さ

え
立
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
娘
の
親
は

そ
れ
ほ
ど
気
に
せ
ず
婚
儀
は
整

っ
た
。

磯
良
は
井
沢
家
に
嫁
い
で
か

し
ら
潮
葬
ス

か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
き
、
い
つ
も
舅
姑
の

そ
ば
を
離
れ
ず
、
夫
に
は
誠
意
を
こ
め
て

仕
え
た
の
で
、
井
沢
老
夫
婦
は
こ
の
孝
行

と
貞
節
が
気
に
入
り
、
ま
た
正
太
郎
も
彼

女
の
真
面
目
さ
が
可
愛
く
、
仲
睦
ま
じ
い

夫
婦
仲
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
生
ま
れ
つ
き
浮
気

っ
ぽ
い
本

性
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
い
つ
の
頃
か

ら
か
輌
の
津
の
袖
と
い
う
遊
女
と
深
く
な

じ
み
、
つ
い
に
身
請
け
し
て
近
く
の
里
に

別
宅
を
構
え
た
。
そ
れ
で
も
磯
良
は
貞
女

と
し
て
け
な
げ
に
振
舞
お
う
と
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
正
太
郎
は
袖
と
駆
け
落
ち
し
、

つ
い
に
磯
良
は
重
い
病
の
床
に
伏
す
身
と

な
っ
て
し
ま

っ
た
。

一
方
、
播
磨
国
印
南
の
里
に
袖
の
従
弟

で
彦
六
と
い
う
男
が
い
て
、
出
奔
し
た
正

太
郎
と
袖
は
し
ば
ら
く
こ
こ
に
滞
在
し
た
。

だ
が
、
袖
は
初
め
風
邪
心
地
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
病
み
つ
い
て
物
怪
が
憑
い
た

よ
う
に
狂
わ
し
く
な
り
、
わ
ず
か
七
日
に

し
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
。　
一
人
に
な
っ
た

正
太
郎
は
地
に
伏
し
て
恋
い
慕

っ
た
が
、

亡
き
人
の
魂
を
招
ぶ
妖
術
が
手
に
入
る
わ

け
も
な
い
…
…
。

以
上
は
国
学
者
上
田
秋
成
の
怪
談
小
説

集
「雨
月
物
語
」
（全
五
巻
、
安
永
五
年
＝

一
七
六
七
年
刊
）
の
巻
三
コ
ロ備
津
の
釜
」

の
前
半
部
の
要
約
で
あ
る
。

【磯
良
は
非
難
の
余
地
の
な
い
す
ぐ
れ
た

貞
女
と
し
て
、
け
な
げ
に
振
舞
お
う
と
す

る
が
、
正
太
郎
は
そ
の
誠
実
を
二
重
に
裏

切
る
。
磯
良
が
貞
淑
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

運
命
的
な

力ヽ
男
牧
の
悪
縁
の
相
は
あ
ら
わ
と

な
っ
た
。
「奸
た
る
性
」
と
、
秋
成
は
そ
れ

を
正
太
郎
の

「性
」
に
帰
す
る
が
、
そ
う

す
る
と
、
こ
の

「性
」
は
い
わ
ば
運
命
そ

の
も
の
の
起
因
と
な
る
固
有
な

「生
」
の

あ
り
よ
う
を
示
す
も
の
と
し
て
、
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
】

【袖
の
死
の
前
後
は

「も
の
の
け
」
「生

霊
」
な
ど

「源
氏
物
語
」
の
理
轟洒疑
移
調

す
る
が
、
趣
向
と
し
て
は
、
六
条
御
息
所

の
生
霊
に
よ
る
六
条
廃
院
で
の
女
の
急
死

を
描
い
た

「夕
顔
巻
」
の
趣
を
採

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
】

（以
上

「雨
月
物
語
」
小
学
館
版
註
）

吉
備
津
神
社

（岡
山
市
吉
備
津
）
拝
殿

か
ら
南
に
続
く
回
廊
を
通
る
と
、
途
中
回

廊
が
分
か
れ
、
右
手
に
行
く
と
「御
釜
殿
」

に
出
る
。
入
母
屋
造
り
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し

た
建
物
で
、
釜
の
鳴
動
で
吉
凶
を
占
う
神

事
を
行
な
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

吉
備
津
彦
は
退
治
し
た
温
羅
の
首
を
こ

の
御
釜
殿
の
か
ま
ど
の
下
に
埋
め
た
が
、

唸
り
や
ま
ず
、
そ
の
声
は
人
を
悩
ま
し
た
。

ああ
そる
め夜
、
温
羅
の
短
Ｆ
ら現れ
て
、
愛
す
る

阿
曽
女

（温
羅
は
阿
曽
邑
の
神
官
の
娘
を

妻
に
し
て
い
た
）
に
釜
の
よ
疑
峻
か
す
な

ら
ば
、
幸
い
あ
れ
ば
唸
り
、
災
い
あ
れ
ば

唸
る
こ
と
を
や
め
る
と
約
束
し
た
と
い
う
。

こ
の
伝
説
と
神
事
を
結
び
つ
け
た
も
の
が

「雨
月
物
語
」
の
こ
の
巻
な
の
で
あ
る
。

神秘的な神事が行われる釜
(吉備津神社 0御釜殿)
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徒
歩
例
会
　
締
め
切
り
迫
る
！

小
早
川
氏
の
名
城
、古同山
城
に
登
る

後
に
戦
国
の
名
器
卦
澤
細
隆
録
詫
出
し

た
小
早
川
氏
は
、
土
肥
実
平
の
後
裔
と
し

て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
末
期
ま
で
、
安

芸
の
代
表
的
な
国
人

「安
芸
殿

・
小
早
川

殿
」
と
し
て
全
国
に
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

そ
診
本
拠
が
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
本
郷
駅
の

北
に
簿
え
る
国
指
定
史
跡
高
山
城
跡
で
す
。

同
城
跡
は
小
早
川
正
平
の
画
像
に

「祖
元

（茂
平
）
築
城
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鎌
倉

期
に
当
地
に
下
向
し
た
小
早
川
茂
平
が
築

城
し
、
以
後
、
小
早
川
隆
景
が
沼
田
川
対

岸
の
新
高
山
城
に
本
拠
を
移
す
ま
で
、
約

三
百
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
名
城
で

す
。
そ
の
間
、
た
び
た
び
強
敵
の
攻
撃
を

受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
つ
ど
地
の
利
と
人

の
和
に
よ
っ
て
敵
を
撃
退
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
名
城

「高
山
城
」
を
時
間

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
奮

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（田
口
義
之
記
）

《
実
施
要
項

☆
午
前
九
時
三
三
分
福
山
発
糸
崎
行
乗
車
。

糸
崎
乗
換
え
。
本
郷
着

一
〇
時

一
六
分

☆
電
車
代
＝
七
四
〇
円

【福
山
～
本
郷
】

参
加
費
　
五
〇
〇
円

【資
料
代

・
保
険
料
込

・
交
通
費
は
各
自

負
担
】

募
集
定
員
　
先
着
七
〇
名

申
込
方
法
　
事
務
局
ま
で
電
話
で
！

★
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
飛
び
入

り
参
加
は
事
務
整
理
上
た
い
へ
ん
困
り

ま
す
。　
〓

一月
例
会
で
は
資
料
が
大
量

に
不
足
し
、
大
混
乱
し
ま
し
た
。

☆
受
付
中
。　
一
人
日

（本
）
締
め
切
り
。

《
注
意
事
項
》

☆
弁
当

・
飲
物
持
参
。
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
下
さ
い
。

☆
高
山
城
登
山
口
ま
で
徒
歩
約
二
五
分
。

登
山
時
間
は
約
三
〇
分
。
た
だ
し
、
現

地
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

☆
な
お
、　
一
五
時
二
〇
分

「本
郷
」
発
の

岡
山
行
の
Ｊ
Ｒ
線
で
帰
福
予
定
で
す
。

ヨ
∃
到
劉
劃
句
劇

】
《実
施
要
項
》　
　
　
　
　
　
　
　
】

一
日
時
　
一二
月

一
三
日
（土
）午
後
二
時
　
　
】

【
会
場
　
中
央
公
民
館
会
議
室
　
　
　
　
　
】

【
座
長
　
平
田
恵
彦
さ
ん

歴^
民
研
副
部
会
長
こ

】
テ
キ
ス
ト
代
　
一〇
〇
〇
円
　
　
　
　
　
【

】

（岩
波
文
庫
ワ
イ
ド
版

『古
事
記
じ
　
　
】

事
務
局
日
誌

平
成

一
〇
年

一
二
月
五
日

（日
）

徒
歩
例
会

『初
冬
の
服
部
谷
に
中
世
の

面
影
を
訪
ね
る
」
講
師
田
日
会
長

・
木

下
さ
ん
。
参
加
八
二
名
。

一
二
月

一
０
日

（木
）

役
員
会
。
出
席
者

一
三
名
。
会
則
改
正

原
案
な
ど
を
検
討
、
激
論
に
な
る
。

一
二
月

一
二
日

（土
）

第

一
二
回
郷
土
史
講
座

「大
伴
旅
人
と

そ
の
周
辺
」
講
師
は
戸
田
和
吉
先
生
。

参
加
四
四
名
。
於

「サ
ン
ピ
ア
福
山
」

一
二
月

一
二
日

（土
）

忘
年
会
開
催
。
出
席
四
四
名
。

於

「
サ
ン
ピ
ア
福
山
」

一
二
月

一
九
日

（土
）

「古
事
記
」
を
読
む
。
参
加
二
三
名
。

午
後
二
時
。
終
了
後
会
報
発
送
作
業
。

参
加

一
二
名
。

午
後
七
時
。
「備
後
古
城
記
」
を
読
む
。

参
加

一
六
名
。
平
成
十
年
度
最
終
行
事
。

平
成

一
一
年

一
月
九
日

（土
）

新
年
第

一
回
の
行
事
は
鬼
ノ
城
見
学
会
。

参
加
は
三
二
名
。

一
月

一
〇
日

（日
）

一
〇
時
役
員
会
。
出
席
者

一
七
名
。
新

年
度
予
算

・
行
事
計
画
の
審
議
、
決
算

の
報
告
の
検
討
。

一
月

一
六
日

（土
）

午
後
二
時
。
「古
事
記
」を
読
む
。
参
加

二

一
名
。

午
後
七
時
。
「備
後
古
城
記
」
を
読
む
。

参
加

一
人
名
。

一
月
二
四
日

（日
）

▼
〇
時
半
。
役
員
会
。
出
席
者

一
七
名
。

内
規
の
改
定
を
議
論
す
る
。

▼

一
時
半
。
総
会
記
念
特
別
講
演
会
開
催
。

「神
辺
町
に
お
け
る
最
近
の
発
掘
調
査

か
ら
」
講
師
佐
藤

一
夫
先
生

（神
辺
町

教
育
委
員
会
）
参
加
六
三
名
。

▼
三
時
五
〇
分
。
平
成
十

一
年
度
備
陽
史

探
訪
の
会
総
会
。
参
加
七

一
名
。

▼
五
時
半
。
新
年
会
。
参
加
六
〇
名
。

☆
こ
の
日
の
会
場
は

「遺
族
会
館
」
。

一
月
二
九
日

（金
）

掛
迫
６
号
古
墳
報
告
書
作
成
委
員
会
。

参
加
四
名
。
於
て

「
ホ
ー
セ
ン
」
。

☆
室
内
行
事
の
会
場
は
、
断
わ
り
の
な
い

場
合
、
す
べ
て
福
山
市
中
央
公
民
館
。

『備
後
古
城
記
』を
読
む

中
世
の
備
後
の
武
将
と
山
城
に
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

《
実
施
要
項
》

《
日
時
Ｙ
一月
二
〇
日
（土
）午
後
七
時

二
月
二
０
日
（土
）午
後
七
時

《会
場
》中
央
公
民
館
会
議
室

《
テ
キ
ス
ト
代
》

一
〇
〇
〇
円
（既
購
入
者
不
要
）

《
資
料
代
》
一
Ｏ
Ｏ
円
程
度

《座
長
》
出
内
博
都
さ
ん
（城
郭
部
会
長
）

響需毒警皆員真も
し ― ― 口 は 日

講
師
　
田
口
義
之

日
程
　
一一月
二

一

☆
雨
天
順
延
。
実

集
合
場
所
　
福
山

集
合
時
刻
　
午
前

★
現
地
参
加
者
は

Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
に

）後
日
連
絡
。

「釣
人
の
像
前
」

○
分

○
時
二
〇
分
に

て
く
だ
さ
い
。

鷹

‥

ド

唱

隈

L



平成H年 2月 13日 備陽史探訪 会則改正記念 87号

今
年
最
初
の
パ
ス
例
会

日
本

一
の
備
中
高
松
城
に
登
る

―
毛
利
氏

・
三
村
氏
の
史
跡
を
訪
ね
て
―

「も
し
、
日
本
三
大
山
城
を
挙
げ
よ
と
言

わ
れ
れ
ば
私
は
そ
の
筆
頭
に
迷
わ
ず
備
中

松
山
城
を
挙
げ
ま
す
」

こ
れ
は
「歴
史
読
本
」
平
成
十
年
十
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
「城
郭
探
検
倶
楽
部
③
」
で

の
「山
城
の
鉄
人
」
こ
と
、
城
郭
研
究
の
第

一
人
者
、
中
井
均
先
生
の
言
葉
で
す
。　

〓

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
松
山
城
は
、
臥

牛
山
の

一
支
峰
、
天
守
閣
の
あ
る
小
松
山

で
す
が
、
遺
構
は
他
の
三
つ
の
支
峰
、
大

松
山

。
天
神
丸

。
前
山
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
臥
牛
山
全
山
が
要
塞
化
さ

れ
て
お
り
、
松
山
城
に
登

っ
た
こ
と
の
あ

る
方
で
も
見
逃
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
松
山
城
に
は
以
前
か
ら
例
会
で
行

こ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
手

筋
は
非
常
に
峻
険
で
、
登
る
の
が
大
変
な

の
で
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
新
道
が
完
成
し
て
、
背
後
か

ら
誰
で
も
簡
単
に
登
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
た
び
実
施
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
城
瑯
の
遺
構
睦
現
詳
す
％
篇

〉
や‐ナ

で
な
く
、
名
園
の
あ
る
頼
久
寺
や
石
火
矢

町
武
家
屋
敷
な
ど
、
城
下
町
と
し
て
の
高

梁
も
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
実
施
要
項
》

《講
師
》
城
郭
研
究
部
会
（出
内

ｏ
坂
本
）

《
日
程
》
二
月

一
四
日

（日
）

《集
合
時
刻
》

午
前
七
時
四
五
分

（時
間
厳
守
）

《集
合
場
所
》
福
山
駅
北
ロ

（福
山
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
前
）

《会
費
》
会
員
　
四
四
〇
〇
円

一
般
　
五
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

※
頼
久
寺
庭
園
と
石
火
矢
町
武
家
屋
敷
の

入
場
料

・
傷
害
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

《受
付
開
始
日
》

二
月

一
七
日

（水
）
午
前
九
時
か
ら
。

事
務
局
に
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

早
め
の
お
申
し
込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

《
そ
の
他
》
弁
当

・
飲
物
持
参
の
こ
と
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
キ
ャ
ン
セ
ル
は
前
日
の
二
月

一
三

日

（土
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

《主
な
探
訪
予
定
地
》

▼
備
中
松
山
城

「松
山
城
は
高
梁
川
の
左
岸
に
あ
っ
た

典
型
的
な
山
城
で
、　
一
般
的
に
平
地
に

進
出
し
た
近
世
城
郭
史
上
希
有
の
例
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
戦
国
期

に
国
人
層
に
よ
る
激
し
い
戦
闘
の
跡
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
点
で
も
、
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
」

　

つヽ
‥
う

「全
山
が
、
い
ま
で
も
諺
糖
た
牝
艇
館

然
林
に
覆
わ
れ
、
周
囲
が
急
峻
な
断
崖

を
呈
し
た
天
険
の
地
で
あ
る
。
備
中
国

内
に
あ

っ
て
、
伯
備
往
来
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
東
西
要
路
に
も
ほ
ど
近
い

こ
の
山
城
を
守
城
す
る
こ
と
は
、
特
に

中
世
期
に
お
け
る
各
氏
族
に
と

っ
て
、

よ
ほ
ど
重
要
な
意
味
が
あ

っ
た
に
違
い

な
い
。
有
力
国
人
が
こ
の
城
主
を
め
ざ

し
て
攻
防
を
く
り
返
し
て
い
る
事
実
が

物
語
る
よ
う
に
、
松
山
城
を

ぶ手
呻
に
収

め
る
こ
と
が
、
国
中
に
そ
の
武
威
を
誇

示
す
る
最
短
の
方
法
で
あ

っ
た
」

貧
日
本
城
郭
体
系
』
１３
よ
り
）

▼
頼
久
寺
と
そ
の
庭
園

臨
済
宗
。
も
と
足
利
尊
氏
の
命
で
建
て

ら
れ
た
安
国
寺
。
後
に
戦
国
期
に
松
山

城
主
だ
っ
た
上
野
頼
久
が
復
興
に
努
め

た
の
で
そ
の
名
を
と
っ
て
寺
号
と
し
た
。

庭
園

（国
名
勝
）
は
江
戸
初
期
、
当
寺

を
宿
舎
と
し
た
小
堀
遠
州
の
作
庭
。
ま

た
、
三
村
氏
の
墓
所
で
も
あ
る
。

▼
石
火
矢
町
ふ
る
さ
と
村
と
武
家
屋
敷

高
梁
は
旧
城
下
町
の
面
影
を
色
濃
く
残

し
て
い
る
。
「石
火
矢
町
ふ
る
さ
と
村
」

と
し
て
県
指
定
を
受
け
て
お
り
、
町
並

が
史
跡
整
備
さ
れ
て
い
る
。

▼
山
中
鹿
介
の
墓

（胴
塚
）

山
中
鹿
介
は
秀
吉
の
中
国
侵
攻
に
従
い
、

こ
う
づ
き

播
磨
上
月
城
で
毛
鋼
方
と
戦
っ
て
敗
れ
、

偽

っ
て
毛
利
氏
に
降

っ
た
が
、
天
正
六

年

（
一
五
七
八
）
護
謎
途
中
に
現
在
の

落
合
橋
り
装
も
と

「合

（安
部
）
の
渡

し
」
で
謀
殺
さ
れ
た
。

山
城
調
査

よ
み
が
え甦

る
「つ
わ
も
の
共
が
夢
の
跡
」

今
年
も
城
郭
部
会
の
事
業
と
し
て
山
城

の
測
量
調
査
を
左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

山
城
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
測
量
の
技

術
向
上
の
た
め
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
日
程
》
二
月
二
八
日
（日
）
※
雨
天
中
止

《集
合
時
刻
》

午
前
九
時

《集
合
場
所
》
　
明
王
院
駐
車
場

（こ
こ
か
ら
現
地
ま
で
は
会
員
の
ク
ル
マ

に
分
乗
し
ま
す
の
で
、
バ
ス
で
い
ら
し
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

《参
加
申
込
》
　
出
内
部
会
長
ま
で

（Ｂ
Ｏ
人
四
九
―
五
五
１
〇
五
二
五
）

《受
付
開
始
》

二
月

一
七
日

（水
）
か
ら
。

《受
付
時
間
》
常
識
の
時
間
内
で
。
不
在

の
場
合
は
、
日
守
番
電
話
へ
伝
言
を
。

《
日
査
す
る
山
城
》
　
中
山
田
山
城

（福
山
市
熊
野
町
中
山
田
）

こ
の
城
は
観
応
年
間

（
一
三
五
〇
～
五

一
）
に
城
主
と
し
て
、
渡
辺
刑
部
左
衛
門

忠
、
四
郎
左
衛
門
直
な
ど
の
名
を
伝
え
ま

す
。
山
城
と
し
て
非
常
に
整
っ
て
お
り
、

遺
構
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

《そ
の
他
》
　
弁
当
飲
物
持
参

参
加
さ
れ
る
方
は
山
登
り
で
き
る
服
装

と
靴
で
。ま
た
、な
る
べ
く
ナ
タ

・
カ
マ
・

ノ
コ
ギ
リ
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
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歴
民
研
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画

五
色
塚
古
墳
と
平
敦
盛
の
須
磨
寺
を
訪
ね
て

▼
日
帰
り
青
春
１８
き
つ
ぶ
の
旅
『神
戸

・
西
宮
の
社
寺
史
跡
め
ぐ
り
』
▲

ビ
ン
ボ
ー
な
人
で
も
遠
く
ま
で
旅
行
が
　
受
付
開
始

で
き
る

「青
春
１８
き

つ
ぷ
」
は
、
使
用
法
　
　
一一月

一
七
日

（水
）
か
ら
。
土
日
を
除

が
限
ら
れ
る
こ
と
等
の
理
由
で
今
ま
で
敬
　
　
く
夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で

（厳
守
―
）。

遠
し
て
い
た
の
で
す
が
、
や
っ
ば
り
こ
れ
　

　

《
注
意
事

項
》

を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
で
し
ょ
！
と
い
　

０
キ
ャ
ン
セ
ル
は
二
日
前
の
三
月
二
六
日

う
わ
け
で
今
回
初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。
　
　
　
（金
）
ま
で
は
無
料
で
す
が
、
こ
れ
以

《
実
施
要
項
》
　

　

　

　

　

　

　

後
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
し
≦

五

ｏ
ｏ

《講
師
》
　
平
田
恵
彦
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
円
い
た
だ
き
ま
す
。

（歴
民
研
副
部
会
長
）
　

０
現
地
で
は
、
原
則
と
し
て
徒
歩
で
移
動

《
日
程
》
　
一二
月
二
八
日

（日
）　
　
　
　
　
し
ま
す
。
全
体
で
五
ｋｍ
程
度
歩
き
ま
す

●
雨
天
の
場
合
四
月
四
日
（日
）
に
順
延
。　
　
　
の
で
、
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加

《集
合
場
所
》
　

Ｊ
Ｒ
福
山
駅
改
札
口
前
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

《集
合
時
刻
》

午
前
四
時
四
五
分
―
　
　
●
昼
食
は
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
の
フ
ァ
ー
ス
ト

（間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　

　

フ
ー
ド
街
で
と
り
ま
す

（安
価
で
す
）。

●
午
前
五
時
の
始
発
「岡
山
行
」
に
乗
車
。　
　
●
夕
食
は
状
況
を
見
て
判
断
し
ま
す
。
も

●
青
春
き

っ
ぷ
は
途
中
合
流
が
で
き
ま
せ
　
　
し
食
べ
る
場
合
は
姫
路
駅
で
で
す
。

ん
。
た
だ
し
、
別
に
う
ま
い
方
法
が
あ

　

り
帰
着
予
定
時
刻
は
午
後
九
時
頃
で
す
。

る
の
で
平
田
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《主
な
探
訪
予
定
地
》

《募
集
数
》
　

四
〇
名
限
定

（先
着
順
）
　

▼
五
色
塚
古
墳

（神
戸
市
垂
水
区
）

《
参
加
費
》
　

会
員
　
一̈
一六
〇
〇
円
　
　
　
　
全
長

一
九
四

ｍ
も
あ
る
兵
庫
県
最
大
の

一
般
　
四
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
古
墳
で
、
全
国
で
も
二
〇
位
の
前
方
後

●
青
春
き

っ
ぷ
代

・
博
物
館
二
館
の
入
館
　
　
円
墳
。
墳
丘
は
完
全
復
元
さ
れ
、
そ
の

料

・
資
料
代

・
保
険
料
を
含
み
ま
す
。　
　
　
巨
大
さ
に
は
と
に
か
く
圧
倒
さ
れ
る
。

た
だ
し
食
費
や
現
地
の
私
鉄
料
金

（六
　
　
眼
前
に
明
石
海
峡
が
開
け
、
大
橋
が

〇
〇
円
程
度
）
は
各
自
の
負
担
で
す
。　
　
　
迫

っ
て
見
え
る
景
観
が
素
晴
ら
し
い
。

《受
付
》
　

平
田
歴
民
研
副
部
会
長
宅
　
　
▼
須
磨
寺

（神
戸
市
須
磨
区
）

８
０
八
四
九
―
二
一二
―
三
七
八

一　
　
　
真
言
宗
。
新
西
国
観
音
霊
場
二
十
四
番

札
所
。
本
尊
聖
観
音
立
像
等
は
国
重
文
。

こ
の
寺
の
周
辺
が
源
平
合
戦
の
古
戦
場

で

「平
家
物
語
」
の
悲
劇
の
ヒ
ト
ロ
ー

平
敦
盛
の
墓
が
あ
る
。
他
に
も
境
内
に

は
源
平
合
戦
ゆ
か
り
の
も
の
が
多
い
。

▼
湊
川
神
社

（神
戸
市
中
央
区
）

楠
木
正
成
の
戦
死
の
地
。
水
戸
光
囲
の

腱
立
し
た
有
名
な

「鳴
呼
忠
君
楠
子
之

墓
」
が
あ
り
、
社
殿
も
立
派
。

▼
神
戸
市
立
博
物
館

（中
央
区
京
町
）

さ
す
が
神
戸
′
県
博
レ
ベ
ル
の
展
示
が

素
晴
ら
し
い
。
国
宝
桜
ヶ
丘
銅
鐸
等
の

古
代
史
分
野
が
と
く
に
充
実
。
予
定
の

一
時
間
で
は
見
き
れ
な
い
か
も
。

▼
辰
馬
考
古
資
料
館

（西
宮
市
松
下
町
）

銅
鐸

・
銅
鏡
等
の
青
銅
器
と
富
岡
鉄
斎

の
作
品
所
蔵
で
は
日
本
有
数
。
当
日
は

鉄
斎
の
特
別
展
の
開
催
中
で
、
残
念
な

が
ら
青
銅
器
は
見
ら
れ
な
い
。

▼
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

（川
添
町
）

図
書
館
も
あ
る
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
。
展
示
は
小
規
模
だ
が
よ
く
ま

と
ま

っ
て
い
る
。
こ
こ
は
無
料
。

▼
西
宮
神
社

（西
宮
市
社
家
町
）

い
わ
ず
と
知
れ
た
全
国
の

「恵
比
須
神

社
」
の
総
本
社
。
「え
べ
っ
さ
ん
」
に
お

参
り
す
れ
ば
金
持
ち
に
な
れ
る
か
も
。

▼
愧
儡
師
故
跡

（西
宮
市
産
所
町
）

ぢ
潔

「ゑ
び
す
か
き

（人
形
操
り
と

を
生
業

と
し
た
西
宮
の
愧
儡
師
は
昔
か
ら
有
名

で
、
こ
の
地
を
中
心
に
活
躍
し
た
。

第
三
回
郷
土
史
講
座

『三
角
縁
神
獣
鏡
と
古
墳
』

一
般
に
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は

「魏
志
倭

人
伝
」
に
記
録
の
残
る
、
卑
弥
呼
が
魏
か

ら
与
え
ら
れ
た

「銅
鏡
百
枚
」
に
あ
た
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
鏡
が
実

際
に
出
土
す
る
の
は
古
墳
か
ら
で
、
卑
弥

呼
の
時
代
と
時
間
的
な
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
説
明
し
た
の
が
、
故
小
林
行
雄

さ
ん

（京
大
教
授
）
の
伝
世
鏡
理
論
で
あ

り
、
各
地
の
古
墳
に
お
け
る
三
角
縁
神
獣

鏡
の
同
型
鏡
の
分
有
状
況
か
ら
、
こ
の
鏡

を
ヤ
マ
ト
王
権
ガ
ｍ
祐
ｔ
■
権
力
と
権
威

の
象
徴
と
し
た
、
同
疱
鏡
理
論
で
し
た
。

し
か
し
、
黒
塚
古
墳
な
ど
の
発
掘
成
果

か
ら
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
呪
物
で
あ

っ
て
、

ヤ
マ
ト
王
権
の
権
威
の
象
徴
で
は
な
い
と

す
る
説

（辰
巳
和
弘
さ
ん
、
菅
谷
文
則
さ

ん
、
河
上
邦
彦
さ
ん
等
）
も
出
て
き
て
お

り
、
こ
の
説
は
三
角
縁
神
獣
鏡
が
卑
弥
呼

の
鏡
で
あ
る
こ
ど
も
否
定
し
て
い
ま
す
。

で
は
真
実
は
い
っ
た
い
ど
ち
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。
最
新
情
報
を
交
え
て
網
本
さ

ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

《
実
施
要
項
》

《講
師
》
網
本
善
光
さ
ん

（古
墳
部
会
副
部
会
長
）

《
日
時
》
二
月
二
七
日

（土
）
午
後
二
時

《場
所
》
福
山
市
中
央
公
民
館
会
議
室

《受
講
料
》

一
〇
〇
円
程
度

（資
料
代
）



平成n年 2月 13日 備陽史探訪 会則改正記念 87号

平
成
十
一年
度
総
会
開
催

平
成
十

一
年

一
月
二
四
日

（日
）
午
後

三
時
五
〇
分
か
ら
、
福
山
市
の
遺
族
会
館

で
、
平
成
十

一
年
度
備
陽
史
探
訪
の
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
田
口
会
長
が
挨
拶
を
し
、
今
年

度
も
活
動
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
て
い
く

決
意
を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て
宇
田
克

行
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

へ
入
り

ま
し
た
。

平
成
十
年
度
活
動
報
告
、
同
決
算
報
告
、

同
監
査
報
告
と
続
き
、
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
平
成
十

一
年
度
活
動

計
画
、
同
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
則
改
正
、

役
員
の
追
加
承
認
と
続
き
、
議
長
解
任
後
、

午
後
五
時
十
分
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
全
面
改
正
は
、
会
員
数
が
三
百

名
に
迫

っ
た
の
で
、
よ
り
充
実
し
た
会
の

運
営
を
行
な
え
る
よ
う
に
、
会
員
数
が
ま

だ
少
な
か
っ
た
時
に
制
定
さ
れ
た
会
則
の

拡
充
が
必
須
と
判
断
さ
れ
た
め
で
す
。

ま
た
、
総
会
に
先
立

っ
て
午
後

一
時
半

よ
り
佐
藤

一
夫
さ
ん

（神
辺
町
教
育
委
員

会
文
化
課
係
長
）
を
お
迎
え
し
、
総
会
記

念
講
演
会

「神
辺
町
に
お
け
る
最
近
の
発

掘
調
査
か
ら
」
を
開
催
し
、
終
了
後
に
は

五
時
半
か
ら
新
年
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
主
な
内
容

は
２
Ｐ
～
１２
Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

第
二
回
郷
土
史
講
座

備
後
杉
原
氏
の
出
自
に
つ
いて

―
杉
原
光
平
を
中
心
と
し
て
―

二
月
の
郷
土
史
講
座
で
は
、
木
下
さ
ん

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
で
も
い
う
べ
き
備
後

杉
原
氏
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。
次
は
木
下
さ
ん
ご
自
身
か

ら
い
た
だ
い
た
講
座
内
容
の
要
約
文
で
す
。

昨
年
の

『山
城
志
」
に
お
い
て
杉
原
光

一房
に
関
す
る
史
料
分
析
を
行
な
う
こ
と
で
、

杉
原
氏
は
室
町
時
代
初
期
に
は
幕
府
奉
行

人
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

中
世
の
奉
行
人
は
家
業
の
趣
が
強
い
こ
と

か
ら
、
杉
原
氏
は
鎌
倉
時
代
か
ら
幕
府
奉

行
人
を
務
め
た
家
系
で
は
な
か
っ
た
か
と

推
論
を
立
て
た
が
、
史
料
調
査
の
不
足
か

ら
、
当
初
、
杉
原
氏
の
家
系
で
幕
府
奉
行

人
と
し
て
確
認
で
き
た
の
は
光
房
の
祖

父

・
主
計
允
親
綱
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
の
史
料
を

詳
細
に
調
査
し
た
結
果
、
弘
安
年
間
以
降
、

杉
原
氏
は
幕
府
奉
行
人
の
家
系
で
あ

っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
と
は
い
え
、
弘
安

年
間
以
前
に
は
奉
行
人
を
務
め
て
い
た
痕

跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
杉
原
氏
の
出
自
に
つ

い
て
は
依
然
と
し
て
謎
の
部
分
が
多
い
。

そ
こ
で
今
回
の
郷
土
史
講
座
で
は
、
杉

原
氏
の
祖
と
さ
れ
る
杉
原
光
平
に
つ
い
て

現
存
す
る
史
料
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
杉

原
氏
の
出
自
を
考
ユ
ｋ
詠
た
い
と
思
う
。

こ
の
考
察
の
中
で
、
朧
げ
な
が
ら
杉
原
氏

と
清
盛
流
平
氏
の
関
係
、
幕
府
執
権
北
条

氏
と
の
関
係
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

磨
しら
紅
、
杉
原
氏
の
名
字
の
地
と
さ
れ
る

石
清
水
八
幡
宮
杉
原
保
と
の
関
係
に
つ
い

て
も

一
つ
の
推
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
実
施
要
項
》

《
日
時
》
二
月
二
七
日

（土
）
午
後
二
時

《場
所
》
福
山
市
民
図
書
館
集
会
室

（会
場
変
更
で
す
。
ご
注
意
下
さ
い
）

《講
師
》
木
下
和
司
さ
ん

《受
講
料
》

一
〇
〇
円
程
度

（資
料
代
）

特
別
歴
史
講
演
会
の
講
師
決
定

総
会
の
時
点
で
は
ま
だ
未
定
だ
っ
た
今

年
度
八
月
に
実
施
さ
れ
る
特
別
歴
史
講
演

会
の
講
師
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
お
招

き
す
る
の
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
考
古

研
究
部
助
手
の
千
田
嘉
博
先
生
で
す
。

千
田
先
生
は
昭
和
三
十
八
年
性
減
れ
の

三
十
五
歳
と
お
若
い
で
す
が
、
斬
新
な
視

点
で
新
説
を
多
く
発
表
。
城
郭
研
究
者
で

知
ら
ぬ
人
は
い
な
い
ほ
ど
有
名
な
方
で
す
。

「城
館
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
≒
中
世
の
城

と
考
古
学
」
な
ど
の
著
作
も
多
数
発
表
さ

れ
、
い
ま
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
若
手
研

究
者
で
す
。

演
題
は
未
定
で
す
が
、
城
郭
部
会
で
講

演
依
頼
内
容
を
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

会
報
八
八
号
の
原
稿
募
集

原
稿
締
切
　
一二
月
二
七
日

（±

ｏ
必
着
）

原
稿
は

一
号
に
つ
き

一
人

一
本
に
限
り

ま
す

（厳
守
）。
本
文

「
一
行

一
六
字
×
一

二
〇
行
」
で
ち
ょ
う
ど

一
ペ
ー
ジ
で
す
。

以
下
三

一
行
毎
に

一
ペ
ー
ジ
の

一
段
に
な

り
ま
す
。
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用

す
る
場
合
は
、
下
四
字
分
を
空
白
に
し
て
、

一
行

一
六
字
に
し
て
書
い
て
下
さ
い
。
皆

様
の
力
作
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
予
算
の
都
合
上

一
ベ
ー
ジ
以
内

で
お
願

い
し
ま
す

（依
頼
原
稿
例
外
）。

《編
集
後
記

▼
平
成
十

一
年
度
総
会
で
会
則
の
全
面
改

正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
は
、
そ
の

改
正
会
則
の
全
文
を
掲
載
す
る
た
め
、
種

本
実
さ
ん
、
出
内
博
都
さ
ん
、
門
田
幸
男

さ
ん
の
お
三
方
に
は
投
稿
の
掲
載
を
ご
遠

慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
原
稿
は

次
回
に
持
ち
越
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

曲確獅韮闘、「脚劉杖縁喉轍魏鰊欺「。

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

（磐
座
亭
主
人
）


